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第一章








　色彩豊かなステンドグラスから美しい光が差し込む大聖堂。

　シンボルとして飾られているのは淑やかに目を閉じ微笑む真っ白な女性の像だ。

　彼女は初めて【白の器】となり、この世界を救った女神として何百年も語り継がれている。

　その女神像が捧げるように両手で持つ透明な水晶玉こそ、儀式の要だ。

　成人の儀に行われる魔色調査。

　平民と日を分け、貴族だけが参列する中にはカラリア国の両陛下も貴賓席から見守っている。

　今年成人する子息令嬢は少なく、すぐに回ってきた順番に淡い紫色のドレスを引いて立ち上がる。

　水晶玉には素手で触れることを思い出し、着けていたレースのロンググローブも外してお付きのメイドに手渡した。

　気付かないうちに指先が震えていたのか、茶髪のメイドが「大丈夫です」と祈るように手を握ってきたので曖昧に笑って頷いておく。

　心配も、緊張もしていない。

　だって私は知っていた。これからのことを。今から起こることを。

　女神像に一礼し、水晶玉に手を伸ばす。

　意識して魔力を込めれば、透明な水晶玉に色が宿って眩く輝き出した。

「これは、白の魔力……！」

　ざわりと周りで見守っていた神官達が落ち着きを無くす。

　参列者たちの動揺や歓喜の声が聞こえる。

　白。一切の曇りもないその色に、私はとあるスチルを思い出す。

　驚くヒロインにゲーム画面には顔も映らない神官が告げる。

「おめでとうございます。あなたは白の器の持ち主です。カラリア国のために、ぜひその力をお貸しください」

　一言一句同じセリフ。

　私はもう何度も繰り返し聞いている。そしてこれからの展開も覚えていた。

「私が、白の器？」

「ええ、そうです。シルヴィア・ノグレー様」

　輝かしい笑顔の神官が口にした名前は私のものだ。

　けれど、それだけはセリフに馴染みがないのは乙女ゲームの弊害だろう。

　そう、乙女ゲーム『無彩色アンカラードの花嫁』にはヒロインの名前呼び機能は実装されてない。

　そこが唯一の不満点だったのだから。

『この世界は美しい。そう思うのは、色鮮やかな魔力で彩られているからだ。』

　そんなキャッチコピーが頭をよぎる。

　乙女ゲームとして瞬く間に人気になった『無彩色アンカラードの花嫁』にどっぷり嵌まったのは前世の私だ。

　人付き合い、上下関係、サービス残業、満員電車、独身、将来への不安。

　現実社会に疲れた心を癒やしてくれるのは乙女ゲームだけ。

　愛されたい、チヤホヤされたい、幸せになりたい。

　そんな思いで新作に並んだ乙女ゲームをやり始めたのは我ながら慧眼だった。

『無彩色アンカラードの花嫁』こと通称『アンカラ』は色をテーマにした乙女ゲームで、攻略対象キャラはイケメン揃いで声優も豪華、ストーリーも高評価という神ゲーだった。

　世界観はファンタジーな中世の西洋文化で、当たり前のように誰もが魔法を扱うことができる。

　そして魔法には使う者の魔力の色があり、魔色が濃いほど力は増していく。

　例えば一番濃い色は黒で、一番薄い色は白というように。

　ならば【白】の魔力を持つ者は無能なのかというと、そうじゃない。

　むしろその者こそが大聖堂に奉られた女神像のようにこの世界で一番に求められる色であり、特別な存在を指す。

　まさにみんなに愛される乙女ゲームのヒロインにぴったりなポジションだ。

　私がどうして前世のことを覚えているのかも、この世界に来たのかも、理由なんて考えたところでわからない。

　ただ言えるのは、ストーリーの冒頭で成人の儀の魔色調査でヒロインが白の魔力の持ち主だと判明するシーンを今まさに再現したということ。

　つまり、私が『アンカラ』の世界にヒロインとして転生したということだった。

「シルヴィア、よくやった。さすがは私の娘だ」

「お父様、ありがとうございます」

　本来なら白の器が現れたら国を挙げて祝福すべきところだが、その場は陛下の一存で他言無用となりそのままつつがなく成人の儀が終わる。

　まるで私の存在を隠されるような扱いに動揺せずにいられたのはシナリオとして知っていたからだ。

　帰りの馬車の中、いつもは苦労が滲む影のある父親の目元に歓喜が宿ったのを見て、シルヴィアとしての私がホッと胸を撫で下ろす。

　カラリア国ノグレー侯爵家令嬢シルヴィア。

　それが今の私の名前であり、侯爵令嬢として厳しくも淑女として立派に育てられた。

　貴族、平民、魔法、魔色、政略結婚、自由恋愛。

　成長していくうちに様々なことに違和感や引っ掛かりを覚えていたのは、微かに前世の記憶があったからだ。

　どうして？　なんで？　と子供ながらにこの世界の常識を素直に受け入れられずにいた私は、さぞかしおかしな子供だっただろう。

　それでも見捨てず、お金をかけて育ててくれた今世の両親には感謝しかない。

　教育にレッスンにと親子としての思い出こそ少ないが、私は十分に愛されている。

　今までは良家との縁を結ぶことだけが親孝行だと思っていたが、白の器なら国からの補償金も出る仕事に就くことになる。

　さらにはその役割がイケメンの攻略なのだからむしろ万万歳だ。なんて思う私はやっぱり浮かれているのだろう。

　あわよくば推しの攻略対象キャラのルートを解放して生で拝みたい、愛されてみたいと沸き立つ興奮を抑えきれない。

　令嬢として自ら好きな相手を選び、婚姻を結ぶだなんてこの世界ではあまり誉められたものじゃない。

　いやでもせっかくヒロインに転生したのなら推しキャラ一択でしょう！

「お父様、カラリア国のために、私は惜しみ無くこの力を使いたいと思います」

　謙虚に、誠実に。

　そう見えるように意識して微笑む私に父は誇らしそうに頷く。

「うむ、国王陛下も白の器の誕生を喜んでおられた。どこに配属されるかは追って伝えるとのことだ。どちらにせよ、シルヴィアが白の器になったからには我が家は安泰だ」

「ご安心ください、お父様。どんな場所でもシルヴィアは命を懸けて役目を果たします。どんな場所でも！」

「う、うむ。陛下にもそうお伝えしておこう」

「ええ、よろしくお願い致します」

　おっと、思わず推しへの圧が強すぎてしまった。

　前屈みになっていた姿勢を正し、コホンと咳払いを一つ。

　私の勢いに少したじろいだ様子の父はそれでも「期待しているぞ」と激励してくれたのだった。




　白の器こと、白の魔力の持ち主が何をするのか。

　それは魔力暴走を抑えるための受け皿になることだ。

　誰でも魔法を使えるとはいえ、できる程度は人それぞれ。

　魔色が濃ければ濃いほど魔力は強く、それに比例して魔力をうまく制御できずに暴走するリスクが高まる。

　その魔力を鎮め、吸収し、暴走を抑えることができる魔力の持ち主こそが【白の器】なのだ。

　だが、残念なことにこの世界で白の魔力を持つ者は限られている。

　遺伝でもなく、家系でもない白の魔力の持ち主を探すために遥か昔から魔色調査が始まったとされるほどだ。

　さらには成人するまで魔色は安定せず、成人前に白の器になる可能性があったとしても、他の色が混じっていたりと純粋な白は限りなく少ない。

　確か以前の白の器が現れたのは百年ほど前だった筈だ。そして既にその人は亡くなっている。

『アンカラ』のバッドエンドといえば攻略対象キャラの魔力暴走なのだが、そうすると間違いなくキャラが死ぬ。ヒロインも巻き込んで死ぬのがセオリーだ。

　攻略対象キャラ全員が魔力が高いがために魔力暴走を恐れられて人里離れた僻地に隔離されており、その膨大な魔力の受け皿になるのが白の器のヒロインなのだ。

　ということはきっと、国王陛下ならば彼を優先するだろう。

　私の推しであり、この国の隠された第一王子。

　さらりとした黒髪は襟足が長く、少しジト目のアンニュイな紅い瞳は人に懐かない高貴な黒猫を思わせる。

　けれど笑うと印象は柔らかくなり、黒を基調とした正装に身を包む姿はまさしく王子様といった風貌の美青年。

　私の推し、ノアール・フォン・シュバルツを。

『アンカラ』では先に他の攻略対象キャラ全員を攻略してからしかルートを解放できなかったけれど、ここはシステムじゃない現実だ。

　国王が誰よりも一番に快復させたいと思うのは王子のノアールで間違いない。

　何より、彼の持つ【黒】の魔力こそ、脅威であると共に守るべきカラリア国の宝なのだから。

「とりあえず、バッドエンドだけは回避しなくちゃ」

　どのルートでもいかに魔力暴走をさせないかが鍵となり、そのためにアイテムを使い込んだ覚えしかない。

　中でもノアールルートのバッドエンドは世界が崩壊することで有名だ。

　界隈で爆弾扱いされていた推しが懐かしいが、今思えば笑い事じゃない。

　私が失敗すれば現実にそうなる未来があるのだと忘れてはいけない。

　正式にどこに配属されるかの任命があるまで、やれることはやっておかねば。

「こうなったら攻略知識は出し惜しみしないわ。そこのあなた、揃えてほしいものがあるの。頼めるかしら」

「は、はい！　なんでしょう、お嬢様」

　あまり見ない顔だがありふれた茶髪の素直そうなメイドに声をかけて用件を伝える。

　シナリオではすぐにヒロインは攻略対象キャラの元に送られたが、さすがに現実だとそう簡単にはいかない。

　白の器は配属先に長期の泊まり込みになるため、引っ越しの準備だけでなく推しに会うためのドレスや化粧品の買い替えもしなくては。

　それからお肌のコンディションも整えて、もう少し痩せた方がいいかしら？

　パタパタと忙しなく駆けていった彼女に用意すべきものは任せて、鏡に映る自分の姿を眺める。

　柔らかに波打つ白銀色の髪に、涼やかな淡い紫色の瞳。

　ガラスに反射して映った自分はか弱い深窓の令嬢というよりは少し吊り目で気が強そうな印象こそあるが、ヒロインというのも納得の美人だ。

　それでも超絶美形な最愛の推しに会うとなると心許ない。

　推しのライブやファンミーティングに行くのと同じだ。全力で自分を着飾ることが推しのファン層のレベルの高さを表すのだ。

　あと単純に推しには印象よく見られたい。ミーハーで何が悪い。

　狙い通りというか、シナリオ通りというか、しっかりルート分岐で推しのルートを進んでいることがわかったのは三日後のことだ。

「シルヴィア、陛下より勅命を賜った。魔力が高すぎるゆえに隠匿された王子殿下の快復を頼みたいとのことだ」

「まあ、そのような方がいらっしゃるなんて……精一杯白の器として務めますわ」

「ああ。そこで、白の器に関する指導者をお招きしている」

　父の隣で私の力を見定めるように目つきを鋭くさせる男性に前世の嫌な上司を思い出す。

　何も苦労せずに育った侯爵令嬢が白の器になれたことが気に食わないのだろう。

　いくら白の魔力について研究したところで、実際に魔力暴走のリスクを下げることに繋がらなければ意味はない。

　そして研究で成果を出したい人に限って、魔力暴走の恐れがある人と実際に近付く事を恐れていたりするのだ。

　魔力暴走を抑える研究を国が支援している限り、我が物顔で白の器に関する指導者を名乗る者は絶えない。

　全エンド攻略済みの私にとっては解説にもならないというのに。

「いくら白の器といえど王族に不敬は許されません。いいですか、お嬢様。この世界には数多の魔力の色があります。中でも強い魔力の色を持つ貴族は……」

「マゼンタ、シアン、イェロウの三貴族です」

「よ、よろしい。三原色の三貴族からより強い魔力を持つ者が魔力暴走を起こしやすいと言われています。彼らは国境の隔離施設に保護されていますね。しかし彼らを束にしても敵わない魔力の色があります。それは……」

「黒の魔力です。白の器は受け皿として溢れた魔力を吸収し、魔力暴走を鎮める力があります。そのためには肌の接触や親密さが必要となります。よって白の器は長期的に魔力暴走のリスクがある者の元に配属されます」

「……、……よろしい。よく勉強できています……」

「ではこれからエステの時間なので、失礼しても？」

　苦渋の面立ちで頷いた先生と、勉強の成果に満足そうに鼻を高くする父。

　あいにくこちらも自分磨きに忙しいのだ。

　推しを前にイメージするのは常に最強の自分なのだから。




　とまあ、この時の私は自分磨きに精を出すばかりで物事を軽く考えていた。

　ここが乙女ゲームの世界で、ヒロインとして何周もプレイした自分ならうまくいくと信じていた驕りだった。

　だって私は知っているから。

　第一王子は誰も寄り付かない雪山の奥深くにある館に一人きりで暮らしていることも、そこで白の器としてやってきたヒロインとの甘い交流も、彼の好きなものや嫌いなものまで、全部知っていたから。

　だからこそ、私は今焦っていた。

　準備期間を経て一週間。

　一日一日が長く感じられるほど待ちに待った配属の日。

　沢山の荷物と共に冷たいロビーに突っ立ったまま、ノアールとの出会いイベントを待ち続けて数十分。

　ワクワクがソワソワへと変わり、興奮のドキドキが不安のドキドキへと移ろう。

　さすがにおかしいと思い始めた私に説明してくれる人も、宥めてくれる人もここにはいない。

　それも当然だ。

　ここは魔力暴走の恐れがある者の収容所。

　誰も寄り付かない雪山の館なのだから。

「あ、あのう、ノアール王子殿下、白の器のシルヴィア・ノグレーです！　王命により、あなた様を救いに来ました！　お会いしていただけないでしょうか！」

　広く何もないロビーは戸惑いの声を反響するばかりで返事はない。

　雪山にある館は壁一枚隔てただけで暖房がされているわけでもなく、室内でもあまりの寒さに次第に体は冷えていく。

　推しに可愛く見られたいからと第一印象を意識して防寒より見栄えを重視した薄手のドレスを着てきたのが間違いだった。

　白の器を意識して白のレースやフリルを使った大人可愛いドレスは手足の震えを隠せず、愛らしさを追求した春カラーのメイクで誤魔化せないほどあまりの寒さに血色は悪くなっている。

　完全に場違いな恰好になっているのはこの館に防寒魔法が使われていないからだ。

　何が魔力暴走の起爆剤になるかわからないからと、館での魔法の使用は禁じられている。

　そのために色々と持ってくる荷物も増えたのだが、肝心のノアールとの出会いイベントが始まらないと初めての共同作業となる荷物運びもできない。

　魔力暴走を危惧され、自ら一人きりで閉じ籠っている隠された第一王子。

　使用人が誰一人いない上に、頼れる人すら傍にいないまま今までこんな環境で過ごしてきた推しを思うと哀れでしかない。

　でも今日からは違う。だってヒロインの私がいる。

　もうノアールは独りで怯えなくていいのだと、教えてあげなくちゃ。

「──誰だ」

　ふと、明かりもない暗い廊下から誰かが姿を現す。

　長さが不揃いな黒髪に艶はなく、服も薄いシャツ一枚と黒のズボンに裸足だ。

　印象的な紅い瞳も今は長い前髪で見えづらく、王族だと言われてもよっぽど浮浪者のように見える。

　ゲームでは表情以外あまり変化のない立ち絵だったため、思わず推しの変貌にギョッとしてしまった私を見つめるノアールの視線は冷たい。

「ノ、ノアール様、ですよね？　私はノグレー侯爵家のシルヴィアと申します。白の器として、あなた様のお役に立つようにと王命で……！」

「帰れ」

「今日から一緒に…………え？」

　聞き間違いだろうか。

　白の器の存在を待ち続けている筈のノアールの口から「帰れ」だなんて聞こえるわけがない。

　この後ノアールはヒロインの部屋を選んでくれて、荷物も運んでくれるはずだ。

　ヒロインに対して初めは心を閉ざしてはいても決して追い出すことはなかったのに、何かの間違いだろうか。

「あの……ノアール様？　私は紛れもなく白の器です。私がいれば、魔力暴走を防ぐことができます！　もう何も怯える必要はないのです！」

「仮に君が白の器だとしても、俺には必要ない。帰ってくれ」

「ど、どうして!?　このままじゃあなたは死ぬかもしれないんですよ!?」

　明らかな拒絶に動揺する私をノアールは冷たく一瞥する。

　おかしい。こんなの、『アンカラ』のシナリオと違う。

　一体どうして、と困惑したままの私を置いて、彼は暗い廊下へと足を向けた。

「俺はそれでも構わない。だから君は帰ってくれ」

「待っ……！」

　制止の言葉すら待たずに彼の背中が見えなくなる。

　残された私はただ呆然とこの展開を受け入れられずにいた。

　だって私はヒロインで、白の器で、彼の救世主なのに。

　立ち絵だけでなく出会いのシーン自体が全くの別物になっているだなんて、誰が想像できただろうか。

「初日、だし……ノアール様も、緊張してるのかも。大丈夫、だって私は、ヒロインなんだし……！」

　そう、そうだ。そうに決まってる。

　今まで人との交流もまともになかったノアールを思って気を取り直す。

　ここで帰るわけにはいかない。

　無理に追い出されたわけでもないので、ヒロインと同じく空き部屋を借りて住み着いてもきっと大丈夫な筈だ。

　そこまでポジティブに考えた所で、ちらりと持ってきた荷物を見遣る。

　山積みされた荷物はほとんどが私の私物だ。

　ここまでは王城直通の転移魔法で運べたが、部屋までは自分で持っていくしかない。

　乙女ゲームではヒロインが持ってきたのは少ない荷物だと描写されていたが、魔法も使えない雪山で生活するとなると何かと入用になるからと荷物がどんどん増えていったのは仕方ないだろう。

　これを一人で運ぶとなると骨が折れるだろうが、手伝ってくれる人なんてノアール以外ここにいない。

「はぁ……」

　溢れた溜め息が室内だというのに寒さで白く染まる。

　まずは空き部屋を探して、ノアールを見かけたらまたその時説得しよう。嫌な汗をかいた体が冷たい空気に冷えていく。

　雪山の館が、こんなに痛いほど寒いとは思わなかった。暖かく大事に守られていると思っていた。

　室内でもマフラーやコートを荷物の中から引っ張り出して身に纏う。

　もうこの際見た目に気を使ってる場合じゃない。ツルピカに磨いた肌が着込んで見えなくなっても初日から風邪を引くよりましだ。

「大丈夫……大丈夫……」

　どこもかしこも暗い館に明かりはなく、ノアールの姿はもう見当たらない。

　ロビーの近くに埃被った空き部屋を見つける。

　水場や掃除道具を探し出してなんとか人が過ごせるようになった所で荷物を一つずつ運んでいく。

　寒さと重さで悴んだ手を擦りながら何度ロビーを往復しても最後までノアールと再会することはなく、冷えた部屋で倒れるように眠りにつく。

　目を逸らし続けていただけで、この頃にはもう私の心はえも言えぬ不安に染まっていた。

　それでも言い聞かせるようにまだこれからだと、ノアールにもすぐに心を許してもらえると信じて目を閉じる。

　浮かれていた心はとっくにぺしゃんこに潰れ、か細い呼吸を繰り返すだけだった。







第二章








　メイドに起こされることもなく朝に目覚め、一人で支度を整えてから部屋を出る。

　これほど前世の記憶が役に立つとは思ってもいなかった。それも攻略知識でなく、主に家事の面で。

　色鮮やかな魔法に彩られた世界に反して雪山の館に色はない。

　それはつまり魔力を込めるだけで簡単に作動する魔法具がないことを表していて、些細な弾みで黒の魔力が誘爆することを恐れているからだ。

　この世界に慣れた者にとっては不便で仕方ないが、雪山から枯れ木を拾って乾かし、備え付けの暖炉に火を着けることくらいはなんとか私にもできてホッとする。

　火種があればロビーや廊下の燭台にも火を灯せて、そこまで広い訳ではない館はそれだけで命を取り戻したかのように明るくなった。

　だからか、少しは気分も晴れてあまり使われた形跡のないキッチンで料理をする余裕もできた。

　使用人が誰もいないとはいえ、定期的に食料や消耗品は転移魔法で送られているようで、材料は日持ちする物が溢れるほどに置いてある。

　勝手に拝借するのは気が引けたが、白の器の配属先での自由はそれなりに許されている。

　にんじんやじゃがいもを切り、鶏肉と炒めて水を加え、煮立ったら牛乳を入れてさらに煮込む。

　コトコトとシチューを煮込みながら静かな時間を過ごしていれば、ロビーから聞こえた物音に慌てて火を消して駆けつける。

　再び会えた推しの姿に喜ぶ暇もなく、ぎょっと目を疑った。

「っ、ノアール様……!?」

　濡れた黒髪は水が滴るほど雪にまみれ、薄手のシャツは血で染まっている。

　こんな雪山で防寒もせずにずっと外にいたのか、顔は真っ白を通り越して青褪めているし薄い唇も紫色だ。

　咄嗟に自分の部屋からタオルケットを持ってきて駆け寄れば、緩慢な動きで彼の紅い瞳が私を捉える。

　もうロビーも明るくなったというのに、その瞳は暗く澱んでいた。

「……帰れと言ったのが、聞こえなかったのか？」

「何もしないで帰るわけにはいきません！　それより、どうしてこんな……！　怪我の具合は!?」

「俺に、触るな」

「すぐに治療を……！　魔法医を呼びますから……！」

「いい……構うな。こんなもの、ただの返り血だ」

　肩に掛けようとしたタオルケットは払い除けられて床に落ちる。

　ふらりと私から離れようと後ずさるノアールの手には血がついた剣が握られていて、ギクリと心臓が嫌な音をたてた。

「一体、何が……」

「……この力を恐れるのは人も獣も同じというだけだ。外には狼が彷徨いている。君も、迂闊に外に出るのはやめておけ。食い殺されたくなければな」

　言われて、ぞわりと背筋に悪寒が走る。

　暖炉に火を入れるための枯れ木や枝を探しに外に出た時はそんな危険が潜んでいるとは思わなかった。

　血の気が引いた私を一瞥して、ノアールはふらつく体で距離を取る。

　その瞳に陰りが浮かんだことには気が付かなかった。

「君は帰るべきだ。狼だけでなく、もっと恐ろしいものがここにいるのだぞ」

「それは……ご自分のことを仰っているのですか……？」

「聞くまでもないだろう」

　ここまでノアールは陰鬱で卑屈なキャラだっただろうか。

　生に執着を持たないキャラだっただろうか。

　今ここにはプレイヤーが選ぶ選択肢も、セーブやロードボタンもない。

　だけど確かに私はヒロインで、彼は攻略対象キャラなのに、どうしてここまで冷たくされなければならないのかわからない。

　攻略ハードモードなんてものがあったかももう私にはわからないのに。

「そ、そうだ……！　シチュー！　シチューを食べませんか!?　体が温まりますし、ノアール様の大好物ですよね！　だから私、今作ってて……！」

「シチュー？」

　重い雰囲気を変えるように明るく持ち掛けた提案はすぐに叩き潰された。

「食べたこともないのに、好物なものか」

「え……？」

　言われて、はたと気付く。

　そういえば、ノアールがシチューを好きになったのはヒロインが作ったものを初めて食べた時からだ。

　攻略本の好きな食べ物の欄がシチューだからと、そのことをすっかり忘れてしまっていた。

　サァ……と青くなる私を見るノアールの視線は胡乱で、すぐに背を向けて歩き出す。

　慌てて引き止めようと彼の手を掴んだ。

「一口！　食べてみたら絶対好きに……！」

「っ、離せ！」

「あ……っ？」

　ぐわん、と。世界が歪む。

　ノアールに振り払われた手の痛みすら感じないほど、奇妙な違和感に体がよろめく。

　一体何が起きたのか理解できない私と違って、ノアールはハッと何かに思い至ったかのように息を呑んで私から後ずさった。

「君、その髪……」

「髪……？」

　ノアールの視線を辿るように目を向ければ、私の白銀色の髪の毛先がまるで水で薄めた墨でも吸ったかのように黒く染まっている。

　驚いたのも一瞬で、すぐに『無彩色の花嫁』のヒロインの特徴を思い出す。

　白の器として溢れた魔力の受け皿となるヒロインは、受け入れた魔力の色によって髪色が変わっていた。

　マゼンタの魔力は赤色に、シアンの魔力は青色に、イェロウの魔力は黄色に。そしてノアールの魔力は漆黒に染まっていた。

　これこそが白の器の本領なのだと安心したものの、それにより身体の不調を引き起こすなんて知らなかった。

　それに、なんだか色も漆黒というには薄いような……？

「……君は本当に白の器のようだな」

「信じて、なかったのですか？」

「いや……だが、本物なら尚更、君はここにいるべきじゃない」

「どうしてですか……？　私は、ノアール様を、お救いしたくて……！」

　遮るように、冷たい彼の目が私を一瞥する。

　この世の全てを恨むようなその眼差しに、思わずビクッとたじろいだ。

「救われて、どうなる？　第一王子だと誰にも知らされず、教育もまともに受けられず、結局はカラリア国の戦力となるしか使い道にならないというのに。今更この俺に王位継承権があるとでも？」

「それは……！」

　あるに決まっていると、ノアールルートのハッピーエンドを知る私なら答えられる。

　けれどそれを言ってしまえばシチューの二の舞だ。

　ノアールの疑心も当然だろう。

　こんな雪山で、周りには誰もいなくて、小さい頃から転移魔法で送られてくる料理を食べ、誰かとの交流も生存確認くらいだったと聞いている。

　元々王家に産まれる黒の魔力を持つ者の隔離場として利用されていた館のため、蔵書や一人で暇を潰す道具は多く揃っている。

　それでもいつ膨大な魔力が暴走してもおかしくない状況で、明日には死ぬかもしれないと怯えながらたった独りで過ごすにはあまりにも酷すぎる。

　私だったら絶対に耐えきれずに発狂してしまうだろう。

　それなのに、ノアールは無理矢理ここに連れて来られたのではなく、自ら選んでここにいる。

　いつ魔力暴走しても周りの人を誰も巻き込むまいと、一人孤独に死ぬことを選んだ優しい人だ。

　私は知っている。

　私だけが、知っているのに、口に出せないもどかしさに唇を噛み締めた。

「こんな俺よりよっぽど救うべき者は他にいる。……三貴族のようにな」

　マゼンタ、シアン、イェロウの三原色を持つ三貴族。

　それぞれの子息もまたメイン攻略対象キャラになってはいるが、彼らの攻略が終わってからしか出会えないノアールルートを今進めているのだから、彼らはどうにか救われたと見なしていいだろう。

　それに、王族の次に権力を持つ三貴族の後継者に何か問題があれば連絡が来るはずだ。

　何もないということは、今はノアールを優先してもいいということだろう。

　他の攻略対象キャラも好きなことには変わらない。不自由なく心穏やかに過ごしていてほしい。

　けれど、私は誰よりもノアールに救われてほしい。幸せになってほしい。

　愛し、愛される喜びを知ってほしい。

「ノアール様も、救われるべきです。魔力の黒だけでも、雪山の白だけでもなく、世界中の色鮮やかな彩りを見て、綺麗だって思ってほしいです。いえ、思わせてみせます！」

「そんなことを思ってなんになる？」

「この世界が少しは好きになるかと！」

「はっ、興味ないな」

　鼻で笑われたとはいえ、ノアールの表情に僅かな笑みが浮かんだことに胸が高鳴る。

　もしかして、今ならイケるのでは!?

「美味しい料理を食べるとより一層この世界が好きになれます！　というわけで、一緒にシチューを食べましょう！」

「言っておくが、俺は白が嫌いだ。食べ物でも飲み物でも。雪で心底見飽きてるんでな」

「えっ……」

　むしろ乙女ゲームのノアールは白が好きだった筈だが、それもハッピーエンド後の情報だろうか。

　つくづく脳内の攻略本が役に立たない。

　泣く泣く一人でシチューを食べる私を見ても、最後までノアールが手をつける様子はなく、食卓に並んでいたパンだけを取って部屋に戻って行った。

　好感度が低すぎる。





　＊＊






　いくら最初は避けられたとしても同じ屋根の下で暮らしている以上仲よくなるのも時間の問題だろう。

　そう思い続けて一ヶ月。

　掃除がてら館の中を彷徨いてもまず出会わない。

　ノアールに似合いそうな服や好きそうな本をプレゼントしたくても彼の部屋の前に積み上げることしかできない。

　だが、たまに減っているから好みのものは受け取ってくれているのだろう。

　作った料理も見た目が白くなければいつの間にか食べてくれるようにはなったものの、私がいなくなってからしか手をつけないという徹底ぶりだ。

　蝶よ花よと育てられた令嬢なら泣いて実家に帰っているだろうが、もはや意地になっている私に通用すると思わないでほしい。

　そもそも魔法具も使えない雪山の館での生活自体が過酷なのに、攻略までハードモードなのは予想外だった。

　ノアールの性格も、好きなものも、趣味も、攻略本に書かれていたことの全てが裏目に出てしまっているのもその要因だろう。

　アンカラのヒロインと同じように行動してもうまくいかないのは私の性格や言動も影響しているのかもしれない。

　謙虚で大人しいヒロインはいつも受動的で、自ら行動を起こさなくても待っていれば何かしらのイベントが起きていた。

　だから私もそれに倣って何もせずにいたら、本当になんのイベントも起こらないのだからおかしな話だ。

　せめて一日一回はノアールと顔を合わせようとしているのに、今日もまだ彼の姿は見当たらない。

　いつもなら溜め息でもつきたい所だが、さすがに一ヶ月も経てば少しは彼の行動パターンも読めてくる。

　ごくりと息を呑んでマフラーやコートで厳重に防寒し、雪が積もる外へと足を踏み出す。

　ざくざくと踏み締めた雪には黒い染みのようなものが点々と落ちていた。




「ノアール様、やっと見つけた」

　館からしばらく歩いた所に見つけた洞穴の中。

　ただぼうっと座って空を眺めていたノアールの目が驚きに染まって私を見つめている。

　その顔に血の気はなく、わなわなと震える唇も紫色だ。

　とりあえず持ってきた毛皮のコートを被せ、マフラーもぐるぐる巻きにする。

　彼は呆気に取られたまま無抵抗にそれを受け入れた。

「君、どうしてここに……」

「雪に溶けた黒の魔力を追ってきました。剣の稽古にしては、随分遠くでやってますね」

「……雪で足を取られるからな。この洞穴でやるのが都合がいい」

「私のせいですか？」

　一瞬、ノアールの瞳が揺れる。

　傍に立てかけられた剣には雪が少し積もっていて、しばらく使われていないことは明らかだ。

　防寒具はない。水分も、タオルや軽食すら何も持たず、ただひたすらここで時間を過ごしているのだろう。

　私があの館に来てから、ずっと。

「私が、館にいるからですか？　もし魔力が暴走しても巻き込まないように、館から離れた場所にいるんですか？　私がノアール様に、こんなことをさせているのですか……？」

　我儘を言わず、癇癪も起こさず、自分の意思で人里離れた雪山の館に籠った優しい人。

　そんなノアールが簡単に他人を受け入れられるわけがない。

　黒の魔力が暴走してしまえばその被害は尋常じゃない。

　彼の手に触れたほんの一瞬だけで具合が悪くなった私を見て、白の器だからと期待するのも諦めたのかもしれない。

　私のせいだ。私が失敗したから、ノアールはこうして私からも離れることを選んだ。

　彼が少しでも心安らぐ居場所すら奪ってしまったのだ。

「違う。君のせいじゃない。勘違いするな。夜にはちゃんと帰っているだろう」

「それも最低限死なない程度でしょう！　もっと自分を大事にしてください！　そんなに私が嫌なら、帰りますから……！　だからっ、せめて、一日一回転移魔法で会いに来ることだけは許してください……白の器としての役目を、果たさせてください」

　今の状況はきっとバッドエンド寸前だろう。

　気付かないうちにたくさんの選択肢を間違えて、好感度はもはやマイナスかもしれない。

　だけどそれよりもノアールが死なないことが最重要事項だ。

　推しを苦しめたくて私はここに来たわけじゃない。私がいなくなることで彼の気が休まるのならそれがいい。そうするべきだ。

「違う……違うんだ。ただ、俺が……怖いだけだ」

「怖い……？」

「君の髪が……」

「髪……？」

　そういえば初めて彼の手に触れた時もノアールは私の髪を気にしていた。

　風に揺れる髪の毛先を掬う。

　薄くだがあの時吸い取った彼の黒い魔力が残っていて、毛先だけは白銀色よりも濃く染まっている。

　でもそれもあまり気にならない程度だ。

　不思議に思う私に反して、ノアールはくしゃりと表情を歪める。

　まるで、後悔しているように。

「雪に残った俺の魔力を追ってきたなら、わかるだろ。どんなに綺麗な白も真っ黒に染まる。俺が、汚してしまう。だから白は嫌なんだ。君の髪だって、これ以上俺に汚されたくないだろう」

　ぽつり、ぽつりとまるで涙のように溢れる彼の哀しい気持ちに胸が痛くなる。

　暗く沈んだ瞳でどれほど黒に染まった物を見てきたのだろうか。

　どれほど辛く苦しい思いをしてきたのだろうか、私には想像もできない。

「何もかも、全て俺のせいだ。俺がこんな力を持ってるから駄目なんだ。こんな色、嫌いだ……黒の魔力なんて、俺は、いらなかったのに……」

　ノアールが手を伸ばして触れた雪がどんどん黒に染まっていく。

　それを見て苦しんでいるのはノアールなのに、自分の異常性を見せつけてまで私を安全な場所に帰そうとしているのだからちっとも怖くない。

　それどころか、むしろ愛しいとさえ思っている。

　ノアールは知らないかもしれないが、王家の隔離場が雪山にあるのは訳がある。

　アンカラをプレイした私だからわかることだが、白いものには白の魔力が微量に含まれており、白の器同様の効果が少し見られるのだ。

　だからこそお助けアイテムとして牛乳やシチューなどが相手へのプレゼントに選べ、攻略の手助けとなる。

　それに、この雪だっていつまでも黒く染まっているわけじゃない。

　綺麗なだけが白の魅力じゃないのだと、ノアールにはわかってもらわなくちゃ。

「ノアール様、ちょっと失礼」

「な、」

　ぺたり。マフラーの隙間から彼の頬に、両手を伸ばす。

　私の手よりも冷えた頬に熱が移り、触れた場所からこの前以上の違和感が込み上げてくるが、今度こそ顔色は変えない。

　ハッと我に返ったノアールが慌てて私の両手から逃れて遠ざかった。

「き、みは、何をやってるんだ……！　こんなことをしたらまた……っ」

「大丈夫ですよ、ノアール様」

「っ、」

　一瞬だけ手が触れたあの時とは違って、今度は両手でしっかりと触れたため髪は半分ほど黒く染まってしまう。

　それを見て動揺するノアールを安心させるように微笑んだ。

　黒に染まった髪だって雪と同じで時間が経てば薄くなって放っておいたら消えるだろう。

　白の魔力は吸収と浄化の力だ。

　だから、大丈夫。避けなくても、怖がらなくてもいい。

　少しでもそれが伝わるように、安心してもらえるように、目を逸らさずにノアールを見つめた。

　どれほど黒に染まったとしても、私は白の器として彼の心を守ると。

　もう、一人で抱えなくていいのだと、思えるように。

「私はノアール様の器です。あなたが溢したものは絶対に私が受け止めますから。だからもう、一人で寒がらないでください」

「寒がって、なんて……」

　紅い瞳がゆらりと揺れる。

　それもすぐに長い前髪とマフラーで見えなくなった。

「帰りましょう。今日こそはあったかい出来立てのシチューを食べてもらいますからね」

「……ビーフシチューにしてくれたら食べる」

「頑固ですねぇ」

「君もシチューばかりしつこいぞ」

　どこか吹っ切れた様子のノアールが私を追い越して先に行く。

　彼の足跡には雪を染める黒い染みが続くものの、その足跡に沿って歩けば私の魔力で薄くなる。

　それがなんだか面白くて、気分の悪さも慣れていった。

「そんなことして、転んでも知らないぞ」

「じゃあ転ばないように手を繋いでください」

「断る」

　即答で拒否されたものの、私の先を行く彼の足取りがゆっくりなのも、黒より薄く染まった雪を何度も振り返って見ていたのも、私は気付かないふりをして後ろを歩く。

　そしてしっかり転けた私に呆れながらも助け起こしてくれたノアールの好感度は、少なくとも他人以上友人未満には上がったと思う。

　……たぶん。
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　カチカチと時計の秒針と胸の鼓動だけが聞こえる二人きりの世界。

　緊張で息を呑んだ彼の喉の音すら聞こえてきてこっちまで伝染しそうだ。

「……本当に、いいんだな？」

　震える声で訊かれるのももう何度目かの問いに頷く。いい加減腹を括ってほしい。

「いいから、一思いにやってください」

「ああ……、……」

「ノアール様？」

　手を伸ばして、戻してを繰り返す彼の手がついに空中で動きを止める。

　ああ、今日もダメだったかと小さく息をついた。

「……やっぱり、やめにしないか？　いくら君が白の器でも物事には順序というものが……」

「はい、ギュー」

「ッッッ!?」

　ギュー、ハグ、もしくは抱擁。

　妙齢の男女とは思えない色気も何もない抱き合いにノアールは顔を真っ赤にするどころか真っ青にしているのだから複雑だ。

　無事に館から追い出されることはなくなった私と館から逃げなくなったノアール。

　それでも余所余所しさは変わらない彼を捕まえて「魔力を移す練習をしましょう」と話を持ち掛けたのは少しずつ彼との接触を増やすためだった。

　あくまでもここは乙女ゲームの世界だと言わんばかりに白の器としての役目は彼の溢れた魔力を肌と肌から直接受け取ることだ。

　手を繋ぐだけでも少しは効果があるが、触れ合う肌面積が多ければ多いほど器にたっぷりと注ぐことができるという仕様である。

　相手がイケメンじゃなければ苦行にも程があるが、ここにはちゃんと美男美女が揃っている。

　さらにはそれが推しときたら私にとってはご褒美でしかない。

　なんて、邪な考えがあったのは最初だけで、今は無心で震える彼の背中をよしよしと撫でる。

　服を着た状態でこれなのだ。

　いつかは裸でベッドイン、なんて夢のまた夢だろう。

　もはや私の心には庇護欲や母性すら芽生えていた。

「な、なぁ、もう離れた方がいい……君の髪がまた黒に……」

「大丈夫ですって。何日か経てば戻りますから」

「具合は、どうだ？　気分は悪くないか？」

「それも大丈夫です。初めは体がびっくりしただけで、もう平気ですよ」

「だが……」

「ノアール様は心配性ですねぇ」

　今も少しの違和感はあるがまだ誤魔化せるレベルだ。

　白の器にそんな設定はなかった筈だが、そもそも私自体が魔力のない異世界からの転生者だからこその違和感かもしれない。

　攻略対象のキャラはどのルートでも魔力暴走、もしくはその一歩手前まではシナリオに含まれていた。

　その予防と対策として少しずつでも溢れた魔力を受け入れておく必要があるのだが、まだまだ先が長く感じられるのは心の距離も感じるからか。

　好感度も友人以上親友未満だろう。今魔力暴走が起きたとしてもそれを止められるか自信はない。

　無意識に焦りを覚えていた自分を窘めながら彼の背に回した両手を解いた。

「はい、今日の練習はおしまいです。よく頑張りましたね、ノアール様」

「……何か馬鹿にしてないか？」

「いえいえ、滅相もない」

　じと、と不服そうな目で見られても今や可愛いものだ。

　自分のことよりも他人を優先し気遣えるノアールだからこそ、私は幸せになってほしいと思っている。

　あわよくば結ばれてハッピーエンドに、なんて曖昧な考えで上手くいくほどこの世界は甘くない。

　ノアールルートのバッドエンドでもそうだったように、ノアールが持つ膨大な黒の魔力が暴走してしまえば本当に国一つ崩壊してもおかしくはないのだ。

　一番濃い魔色である黒の魔力に対抗できる者はおらず、濃度が濃い魔力を浴びることで彼よりも魔力が低い者は全員耐えきれずに死亡する。

　そういう世界で私は実際に生きているのだ。

　推しキャラだからと安易に選んだとはいえ、私は絶対にその未来を回避しなければならない。

　でもその責任をノアールにまで押し付けるのは話が別だ。

　彼は膨大な魔力を抱えながらもずっと一人で耐えてきた。苦悩し続けてきた。

　家族の温もりすらまともに知らないでここまで育ってきたノアールに必要なのは、どんな時でも支え、頼ることができる家族のような繋がりだろう。

　だからドキドキと高鳴る鼓動は無視して、赤くなった顔を見られないように今日の所はさっさと退散するに限る。

　今だけは自分好みのノアールの顔が少しだけ恨めしかった。

「なぁ、君、なんだか顔が赤くないか？」

「え、いや、ノアール様はご存知ないかもしれませんけど、これはただのお化粧で……！」

「そのくらい知ってる。いいから、ちょっと顔をよく見せてみろ」

「きゃっ、ち、近いですって……っ」

　いつもなら積極的に触れてこないノアールの手が私の行く手を阻んでくる。

　手を繋ぐだけでもガチガチに固まり、ハグで顔を真っ青にして全身を強張らせていたとは思えない様子に目を見張る。

　初めて会った時は暗く澱んで生気がないと思っていた彼の紅い瞳が、今や熱さすら感じるほど真剣な目で私を射抜く。

　あまりの顔のよさにくらりと目眩がしたかと思えば、実際に私の視界はぐらりと傾いていたらしい。

　ノアールがハッとした表情で咄嗟に私へと手を伸ばしたのが見えた。

「シルヴィア！」

　思えばこの時初めてノアールが私の名前を呼んだのだが、そのことに喜ぶ暇もなく私の意識は暗転する。

　最後に覚えているのはドサリと私の体が倒れた音と衝撃で、床に倒れたにしては痛みもなく誰かに包まれているかのような感覚だった。
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「風邪だな」

「風邪ですか……」

　気付けばベッドの上。

　ズビ、と鼻が詰まった鼻声で返事をしながらノアールを見上げる。

　お洒落なんて気にする暇もなく、ただの置き物となった山積みの荷物が部屋の隅に置かれているため、ここは間違いなく私の部屋だ。

　なのにノアールが椅子に座って本を読んでいる。彼が私の部屋にいることに寝起きの頭では理解が追いつかない。

　わざわざ私が見える位置に座っていた彼はもしかして心配してくれていたのだろうか。

　だったら嬉しいような、恥ずかしいような。

　体を起こそうとすれば、ぼとりと額の上から少し乾いた濡れタオルが落ちた。

「気休めにしかならないだろうが乗せておけ。ここでは回復魔法も使えないからな、魔法医も診察だけして帰っていった」

「医者を、呼んでくれたんですか……？」

「……変な病気を移されても困るからだ」

　つい、と目を逸らすノアールの反応に笑みが溢れる。

　彼の性格上医者といえどこの館に呼ぶことは滅多になかっただろうに、私のために呼んでくれて、こうして目が覚めるまで傍にいてくれたのだ。

　なんて優しい人なのだろう。ノアールは居心地悪そうに目を泳がせながらも、その足が扉へと向かうことはない。

「薬は出してもらったが、動けるようなら城に戻ってちゃんと魔法医に治療してもらった方がいいだろう。俺は人の世話などしたこともないからな」

「じゃあノアール様が私の看病をしてください」

「だから、したことなどないと言って……」

「とりあえず、お水をくれますか？　さっきから喉が痛くて……」

「…………」

　眉間に皺を寄せながらもノアールは水差しからコップに水を注いで私に手渡してくれる。

　優しい。

「薬を飲むなら、少しでも何かお腹に入れておかないといけませんね。うーん、食欲はないから、果物だけでもいいなぁ……リンゴとかなら食べられそうだけどなぁ……動くのはまだちょっと無理かなぁ……」

　今度は空腹を満たしたくなって、そんな優しさを見せられてしまったら、つい甘えた声でお願いしたくなるものだ。

　チラチラとどこまで許されるのか探りながらのアピールにノアールの眉間に皺が寄る。

　さすがに甘えすぎかと口を噤んだ私を見て、彼は「……はぁ」と深い溜め息を残してさっさと部屋を出て行った。

　やりすぎたかと反省していれば、数分も置かずに何個かリンゴを抱えて戻ってくる。

　そして空いた片手には皿とナイフが握られていて、面食らった私の視線を物ともせずにドカリと椅子に座ったかと思うと慣れた手つきでリンゴを剥き出した。

　食べやすいサイズに切られたリンゴが皿の上に並んでいく。そしてその皿は私へと手渡された。

「ほら、これでいいか？」

「ありがとうございます！」

　優しい。優しすぎる。私の推しが世界一天使。

　好感度を上げるどころか逆に上げられてしかいない気がするが、確実に親睦は深まっている予感に嬉しくなる。

　大事に味わって食べてしまいたかったが、すぐに身体に限界がきた。薬を飲んで横になってもノアールはまだ側にいてくれている。

　その目はどこか迷子になった子供のように心もとない。

「他に何かしてほしいことはあるか？　それともやっぱり今からでも魔法医の元に……」

「それじゃあ、私が眠るまで手を握っててくれますか？」

「……そんなことしたら余計に具合が悪くなるぞ」

「大丈夫ですから、はい」

　展開こそ違うが、ヒロインが慣れない雪山での生活に風邪を引いてしまうイベントは存在する。

　だからこれも予定調和なのだろう。おずおずと握られた手は温かく、少し気分が悪くなってもこれは風邪のせいだ。

　きっと私が眠ったらノアールはすぐに手を離して自分の部屋に戻ってくれるだろう。

　だからそれまで寝たふりでもしてようかと目を瞑るのに、寝付くどころか寝苦しくなる一方だ。

　熱くて汗をかいてるはずなのに凍えるほどの寒さに震える。

　頭が痛くて、込み上げる吐き気に何度もえずく。

　意識が混濁して訳もわからずにずっと誰かに背中を撫でられていた感覚だけが残っていた。

　一度真っ暗な窓の外を見た気がするのに気付けば外は晴れた空。

　きちんと整ったベッドの上。部屋の隅に山積みの荷物はなく、見慣れない家具の配置に目を疑う。

「ここって……」

　どこだ、と続くはずの疑問はすぐに答えが返ってきた。

「俺の部屋だ。君の部屋の片付けが済んだら戻してやるから、気にせず寝ていろ」

「え……あの……まさかっ」

「気にするな」

　体調が物凄く悪かったことしか覚えてないが、もしかしなくても何かやらかしてしまったことは確実だ。

　よりによってノアールの前で戻してしまうなんて、ヒロイン以前に人として距離を置かれてもおかしくはない。

　平謝りしたいのに疲れ切った体はろくに動いてくれなくて、申し訳なさと心苦しさに胸が痛い。

　もう繋がれていない手にはまだ彼の温もりが残っているようで、それに気を取られていたがふと気付く。

　寝る前に着ていた服とは違うことに。

「……えっと、ノアール様……その、私の服って……」

「ああ、汗もだいぶかいていたし、汚れてしまったから着替えさせた。さすがに下着までは変えていない」

「重ね重ねすみませ……」

　ハグの時とは違って変わらない彼の声色に安心したような残念なような。

　やっぱり嘔吐するようなヒロインなんて眼中にもないかとノアールを覗き見れば、顔を背ける彼の耳や首が真っ赤になっていて思わず声を失った。

「ノアール様……もしかして熱が!?　私の風邪が移っちゃいましたか!?」

「違う！　おとなしく寝ていろ！」

　キッと目を吊り上げて部屋を出て行ったノアールをポカンとしたまま見送る。

　部屋は暖かく、手が届くベッドサイドには水差しと一口サイズのフルーツがいくつか。

　額の上の丁寧に絞られた濡れタオルを手に取り、火照った顔を覆ってみる。

「こんなの、好きになっちゃうじゃないですか……」

　これは推しとして語れるような感情じゃない。

　もっと欲深くて、執拗で、容易く人には話せない気持ちだ。

　恋してしまった。愛してしまった。

　このままこの雪山の館で一生ノアールと私だけで生きたいだなんて思ってしまった。

「そんなの、ノアールにとってのハッピーエンドじゃないのに……」

　ノアールルートのハッピーエンドは魔力暴走の恐れがなくなり、王城で彼が第一王子だと全面的に主張され、王太子として輝かしい外の世界へと羽ばたくことだ。

　ずっと雪に閉ざされた世界で生きるのはノアールにとって苦痛だった。

　彼は自由になるべきだ。この世界は色鮮やかで美しいのだと、黒と白だけが全てじゃないのだと知るべきなのに。

　どうしてだろう。王太子となった彼とヒロインが一緒に笑っているスチルを思い出しても、それが私の未来だとは何故だか素直に思えなかった。
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　元々ノアールは他人との触れ合いに慣れていなかったのだ。

　だから共に暮らし、魔力の受け渡しとはいえ何度もスキンシップを取っていれば必然的にその相手に好意を抱き、依存してしまう。

　この世界が乙女ゲームだとはいえ、きっとヒロインじゃなくても誰とでも距離は縮まった筈だ。

　そう思いながらも、ノアールが私をシルヴィアと呼ぶたびに、自ら魔力を受け渡す練習をしようと言い出すたびに、彼が私に向ける熱の篭った眼差しに嬉しくなる。

　好かれているのではないかと勘違いしてしまう。

　ゲーム画面でなら視認できた彼の好感度は今じゃ半分は越しているだろう。

　それほどまでに私とノアールの距離は風邪のイベントを終えて縮まっていた。

　この雪山の館に来て半年近く。ここまで長かったものだと感動を噛み締める私に、ノアールは心配そうに首を傾げる。

「シルヴィア、大丈夫か？　気分はどうだ？」

「大丈夫ですよ、ノアール様」

「様と、敬語」

「うっ……大丈夫だよ、ノアール」

「よし」

　言い直せば満足そうに頬を緩めるノアールに近さも相まって目がチカチカする。

　風邪のイベントが功を成したのか、その後様付けと敬語を取るように言ってきたノアールは一週間も経てばハグは余裕でできるようになった。

　それどころか、魔力の受け渡しの練習で具合が悪くなってもすぐにもたれかかれるように、ソファに座るノアールの膝の上で後ろから抱き締められるようになったのだから成長が早い。

　やはり攻略対象キャラとしてヒロインを可愛がる素質があるのか、私だけがまるで恋人のような距離感に慣れないでいる。

　あれほどハグでカチコチに固まっていたノアールもすっかり慣れた様子で寛いでいるのがまた複雑だ。

　画面越しだとこっちが掌の上で転がしていたのに、現実だとこうも翻弄されるなんて。

　恋愛初心者なんて嘘だと思いたくもなるが、ノアールはそもそもが対人初心者なので距離感がバグっていても仕方ない。

　意識するだけ無駄だとわかっていても緊張してしまうのは惚れた弱みだろう。

　少しでも彼から意識を逸らしたくてテーブルに置かれたティーカップに手を伸ばせば、ぐらりと一瞬バランスが崩れた。

「ひゃっ」

「おっと、危ないだろ。俺が取るから、ちゃんと掴まってろ」

「あ、ありがとう……」

　スパダリだ。スパダリがここにいる。

　ひょいと私を抱え直し、しっかりと胸に抱き寄せてからティーカップを手渡してくれるノアールに見惚れてしまう。

　様も敬語もいらないと言われたことからして、友人以上にはなれたとは思うが、好きだの付き合いたいだのハッキリとした恋愛を持ち出されたわけじゃない。

　懐かれた、と言っても過言ではない状況に私の心は無駄にドキドキしっぱなしである。

　もはやこの動悸が彼の魔力によるものなのかも定かではない。

「こっ、この紅茶の茶葉は今朝王城から送られてきたのよ。今年の厳選茶葉らしくて、両陛下がノアールに飲んでほしいって」

「ああ、美味しい。両陛下にはお礼の手紙を送らなければな」

　近くにこそいれないが、両陛下とノアールの間に親子の絆は確かにある。

　未練を残したくないからと封が閉じたままだった手紙の束をノアールが開けて読むようになったのは最近のことだ。

　白の器として私が来たことで彼の精神状況はとても安定したように思う。それが誇らしくもあり、複雑でもある。

　だって彼が王城に戻れる日も近いということだから。

　紅茶を飲むノアールはマナー教育を受けていないのに気品に溢れている。

　こくりと上下に動いた彼の喉仏と濡れた唇からやけに目が離せなかった。

「昔は何を飲んでも味なんてどれも同じにしか思えなかったが、最近わかるようになってきた。料理も同じだ。死なない程度に口に入れていればいいと思っていたが、作る者が代わるとこんなにも美味しく思えるのかと感動した。俺は今まで、無理をして生きてきたんだな」

「ノアール……」

　こうして、素直に気持ちを吐き出してくれるようになったノアールに胸がじんとする。

　悲しければ悲しいと、苦しければ苦しいと言っていいのだと、少しずつノアールは自らの痛みに目を向けてくれている。

　そしてそれを受け止め、支えるのが私の役目だ。

　不安に揺れる彼の瞳をじっと覗き込んだ。

「シルヴィア、こんな俺でも城に戻れるだろうか。何も知らず、何もわからずに生きてきた俺が、この国のために何ができる？　まともに教育も受けずに十何年間も生きてきた俺が、今更何の役に立つというんだ。俺は両陛下の顔すら覚えていないというのに……」

「……だったら、城に戻らなくてもいいんじゃないかしら」

「え……？」

「城に戻らなくても、私がいるわ。私とこの国の何処かで暮らしてもいいし、他の国に旅をするのもいいわね。あなたは自由になるの。賑やかで、鮮やかで、華やかな世界へと羽ばたくの。どう？　私と一緒に逃げましょうよ」

　貴族のしがらみを捨てて、身分なんて気にせず、静かで穏やかな日々を二人きりで過ごせるならどんなに幸せだろうか。

　ノアールを誰も知らない土地まで逃げられたなら、彼は私だけのものになる。

　そんな私の思惑なんてきっとノアールは気付かない。

　だってほら、彼は嬉しそうに笑っている。この言葉が私の優しさだと信じている。

「ああ……そうだな。そういう選択だって、俺はもうできるのか。そうか……」

　結局は王太子として王族の務めを果たすのだろう。

　彼は私のものと一緒にティーカップをテーブルに置く。

　その一連の動作をぼんやり見守っていた私の顎を引いて、彼の紅い瞳と視線が重なる。

　不思議に思うより彼の唇が乾いているのに意識を向けていた私は、一瞬反応が遅れた。

　チュ、と。可愛らしい音が鳴る。

　どこから？　重なった二人の唇の間から。

「……え、」

「好きだ、シルヴィア」

「え……っ、ん」

「どうしようもなく、君が愛しい」

　穏やかな彼の瞳が、柔らかな彼の声が、まるで雪を溶かすように私の心に染み渡る。

　なんだ、何が、起きている？

　ちゅ、ちゅ、と絶え間なくリップ音が耳に届く。

　それと同時に柔らかなものが唇に触れて、それは吐息で濡れる彼のもので。

　私たちは今、キスをしている？

「っま、待って、ノアール、んっ、ふ、なんで……っ」

「君を好きになったからキスをしている。好きな者同士はそうしていいと本で読んだ」

「だって、まだ、私は……！」

「君は俺が好きだろう？　違うのか？」

　まるでそれが当たり前とでもいうようにそう告げられて顔に熱が集まる。

　確かにそうだけど、それを口に出してはいなかったはずだ。

　むしろ気付かれないようにと振舞っていたのに、どうして。

「いつだって俺を見るシルヴィアの眼差しは心地よかったし、こうして触れていれば君の心臓の音の騒がしさも感じていた。いくら俺が経験不足でも気付かれないとでも思っていたのか？」

「なっ……、ん……っ」

　ちゅう、と今度は吸い付くようにキスをされて言葉が出ない。

　何も知らない無邪気な子供のようにも思えていたノアールが経験豊富な男性にしか見えずに狼狽える。

　本だけの知識にしては巧みすぎる。

　はぁっ、と呼吸のために開いた口すら塞がれて舌が触れ合う。

　咄嗟に噛まなかった自分を褒めてやりたい。

「んっ、ぅーっ、ん、ぁ……っ」

「シルヴィア、こういう時は鼻で息をするんだそうだ。できるか？」

「はぁ、そんな、できっ、んんぅ……！」

　だからなんでそんなにノアールは余裕なのか。

　触れ合う舌の感覚にゾワゾワして自分の口に縮こまって逃げても何度も追いかけて絡め取られる。

　くちゅくちゅといやらしい音にまで追い詰められて、唾液はもうとっくにさっきまで飲んでいた紅茶の味はしない。

　首が痛くなるほどに深く口付けられて、ようやく解放された時にはぐったりと彼の肩にもたれかかっていた。

　荒い呼吸を整えている私と違って、余韻に浸っている様子のノアールが私の髪色を見てハッと息を呑む。

　それからすぐに私の状態を慌てて確認した。

「っすまない、やりすぎた……！　具合は!?　どこか苦しい所はないか!?」

「まぁ……酸欠で、死ぬかとは、思ったけど……」

「それは君が鼻での呼吸が下手なだけで……他にはないのか？　熱も吐き気もないな？」

「一体なんでそんなに……わぁ」

　視界に入った真っ黒な長い髪。それは紛れもなく私の髪で、ノアールが言うには髪の根本まで黒く染まっているらしい。

　手を繋いだりハグ以上の粘膜での触れ合いなのだから魔力の受け取りが多く行われたのは間違いない。

　けれど具合が悪くなっていないのは、快感に昇華されたからだろうか。

　乙女ゲームとしてはぴったりな設定だが、口で説明するのは少し憚られる。

　目を逸らす私をまだノアールは心配そうに様子を窺っている。

「えっと……これなら、大丈夫みたい……？」

「だが綺麗な君の髪が……」

「……なんだかしょっちゅう私の髪のことを心配してくれるけど、ノアールが好きなのは私の髪だけなの？　黒髪になった私は嫌？」

「そんなわけない！　君が俺の色に染まっていると……その、ただ心配してるだけで、別に……」

「興奮する？」

「君なぁ……」

　潔癖に見えてちゃんと性欲はあるらしい。

　くすぐったいような気持ちになってクスクスと笑みを溢す。

　けれどすぐに笑っていられなくなったのはノアールによってソファに優しく押し倒されたからだ。

　私を見下ろす彼の眼差しはまるで熱が燻るようで、閉ざされた雪山の館に私たちを止める者は誰もいない。

　息を呑んだ私の頬に手を滑らせてから、ノアールは黒く染まった私の髪を掬い上げて口付ける。

　慈しむように、愛しむように、紅い瞳がとろりと蕩けた。

「シルヴィアだけだ。黒に染まって美しいと思えたのは……嬉しいと、思えたのは、君だけなんだ。どうか俺から離れないで。俺とずっと共にいてくれ」

「それは……私が、白の器だから？」

「それだけじゃない。君が君だからだ、シルヴィア。こんな俺を救ってくれて、愛してくれた君だから、俺は好きになったんだ」

「ノアール……」

　私だけを見つめる彼の紅い瞳にゾクゾクする。

　閉ざされた世界でただ二人きりなんじゃないかと錯覚する。

　体温の低いノアールの掌が私の頬を撫でて熱を持つのが、とても心地いい。

　ヒロインだからではなく、シルヴィア・ノグレーだから。

　私だから、好きになってくれたのだと。

　そう言うノアールはもうゲーム画面の立ち絵やスチルとも重ならない。

　いくらイベントが発生しなくても、ハッピーエンドに辿り着かなかったとしても、私たちが進む道こそ新たな未来だ。

　シナリオもストーリーも捨てて、ただこの人と幸せになりたい。

　そう思う私を、乙女ゲームのシナリオ通りに進めようとする【世界の強制力】があるならどうするのかはわからないけれど。

「私も、あなたがあなただから……ノアールだからこそ、好きになったの」

　攻略本とまるで違う好きなものや嫌いなもの。立ち絵にはなかった彼の暗い素顔。体温や匂い、不器用な優しさ、不慣れな手つき。

　彼のことを知るたびに、推しとしてではなく、ひとりの異性として側にいたいと思った。

　彼の隣で笑い合い、苦楽を共にし、看取るその時まで共に過ごしたいと思った。

　攻略されたのは、落とされたのは私も同じだ。

　ああ、この世界に生まれて、ヒロインとして白の器になれてよかった。

　私だけがノアールを救える存在で、本当によかった。

「ああ、シルヴィア……俺の愛しい人……！」

「ん、はぁ……っ」

　重なる口付けは呼吸を奪い、舌も思考も絡み取っていく。

　苦痛が全て快感に変わる以上、ノアールの気遣いはわたしを快楽に導くことに差し代わっている。

　後は二人で思うままに欲に溺れていくだけだ。

　はぁ、と熱い吐息を零して離れた唇の間を唾液の糸が繋ぐ。

　私を見下ろすノアールの瞳はまるで発情した獣のようだった。

「このまま、触れてもいいのか、シルヴィア」

　興奮して昂っていても私の許しを待つその姿に心臓が跳ねる。

　なんていじらしくて可愛い人なのだろうか。

　貪りたいほど人の温もりに飢えて、寂しく生きてきたノアールを、どうして拒否できるだろう。

　不安そうに揺れる瞳に微笑んで、そっと彼を引き寄せると薄い瞼に口付ける。

　目を丸くするノアールを、私はうまく誘えただろうか。

「私はもっとノアールに触れてほしいけど、ノアールは違うの？」

　遠慮も、躊躇いも、もう必要ないのだとどうか伝わればいい。

　多くのことを我慢して生きてきたノアールはもっと欲深くなっていいのだと自覚してほしい。

　ちゅ、ちゅ、と今度は私が彼にキスの雨を降らせる。

　薄く開いたままの彼の唇をぺろりと舐めれば、次の瞬間噛み付くような口付けが私の唇に食らいついた。

「っは、シルヴィア……っ、シルヴィア……ッ」

「ん、ふぁ……っぁ、ぅん……！」

「なんて可愛い……こんなに、俺の色に染まって……っ」

　さらりと私の髪を耳に掛けた彼の指先が耳朶を擽る。

　思わず肩を竦めた私の意識を戻すように、彼の手が私の顎を掬い上げた。

「君はもう、俺のものだ」

　歓喜に満ちた彼の瞳に目を奪われた途端、もつれ合う足に硬いものが押し当てられているのを感じてカァッと顔が赤くなる。

　服を押し上げ、勃ち上がった彼のものに気が漫ろとなる。

　そんな私に気付いたのだろう、わざとさらに腰を押し付けながら、ノアールは汗が滲んだ私の首筋を舐めた。

「シルヴィア、下ばかり見てどうしたんだ？」

「ひぅ、ノアールっ……当たってる、から……っ」

「今はまだ、気にしなくていい」

「そんな、っぁ……！」

　ぐりぐりと当たるそこがドレス越しに濡れて冷たくなってきてもノアールは擦り付けるのをやめようとしない。

　気にするなと言われてもそんなの無理だ。

　どこか苦しそうな彼の様子になんとかしてあげたいと昂りに伸ばした手はあえなく絡め取られる。

　そして頭を撫でさせるように彼の黒髪の上にぽすりと乗せられるものだから、していることのギャップに目を瞬いた。

「頭を、撫でてほしいの？」

「……うん」

　照れ臭そうにしながらも腰の動きはやめないのだから器用なことだ。

　甘えるように首筋を舐めていた彼の手が私のドレスの胸元を緩め、柔らかな乳房を堪能する。

　ちう、と吸い付くその姿が赤子のように可愛らしくて、思わずいい子いい子と彼の丸い頭を撫でる。

　可愛い人。愛しくて、切ないほどに、愛され方を知らない人。

　優しく、丁寧に彼の艶やかな黒髪を梳かす。

　ぶるりと震えた彼が、唸るような声を上げた。

「っ、ぐ、ぅ……！」

「……ノアール？」

　同時にじわりと服が濡れたのに気付いて荒い息を吐く彼を見る。

　頭を撫でられただけで達したのだろうか、私の視線から逃れるようにノアールはパッと体を起こした。

　途端に温まった体から熱が奪われていく。

「っすまない……俺だけ、気持ちよくなってしまって……」

　私の乱れた胸元を整え、自らの袖で少しでも私が濡れた場所を拭くノアールは理性が戻ったようだ。

　それに寂しく思いながらそっと彼の手を掴む。

「続きは……もうしないの？」

「そんな目で見るな……俺だってこのまま最後まで繋がりたいが、それには準備が必要だ」

「準備？」

「君との婚姻を認めてもらい、正式に俺の妻にする。そうすれば、もしシルヴィアが白の器として他の者の浄化にあたるようになったとしても、いくらか融通が効く。俺もこのまま一生ここに閉じ籠り続けてはいられないからな」

　そう言いながら私を抱き起こす彼の目は希望に満ちている。

　ノアールの黒の魔力は安定している。白の器の希少価値を知れば他の者の浄化も必然的に私の務めだ。

　わかってはいても、不安が浮かぶ。

　たとえもしノアールの妻に認められたとして、もう二度とこんな二人きりの生活は叶わない。

　キッチンに二人並んで手探りで作る料理も、飽きるほどした雪遊びも、無駄に持ってきたドレスのお披露目も、思い出の中にひっそりと消えていく。

　寂しいなんて、私が言えるわけない。

　彼の幸せを私が奪えるわけがない。

「両陛下には手紙を送る。まだしばらくは魔力が確実に安定しているか実験的な調査が行われるだろうが、シルヴィアがいてくれるなら俺は大丈夫だ。だから、もう少しだけ待っていてほしい。カラリア国第一王子ノアール・フォン・シュバルツとして、君に求婚させてくれ」

「そんな、私は……」

　今のノアールがいいのだと、そう口走りそうになる唇を噛み締める。

　ノアールは私以外の女性との関わりがない。

　外の世界には私以上に素敵な女性や、魅力的な人は山ほどいる。

　ヒロインだからと、何事もなく平穏に彼と幸せになれる未来があるかなんて、もはやわからないのに。

「シルヴィア？」

「……わかったわ、ノアール。私はあなたを信じてる」

　大丈夫だ。きっと、大丈夫。

　どうしてこんなにも不安なのか自分でもわからない。




　その後、ノアールが悩みながら両親に送る手紙を書くのを隣で一緒に考え、迷惑なんじゃないか、もう自分はいらないんじゃないかと不安になる彼の心に精一杯寄り添う。

　返事はすぐに返ってきて、ノアールが快復に向かっていることに両陛下も喜んでいるようだ。

　トントン拍子に彼を城に呼び戻す準備を始め、魔法医や魔術師によるノアールの魔力調査も無事に行われている。

　物事はとても順調に進み、ノアールとの婚約も両陛下に認められて、私の実家のノグレー侯爵家の了承を貰えばすぐにでも第一王子の回復と共に正式に発表されるという。

　書面では私の父から既に了承を得ているのだが、ノアールにきちんと会って挨拶したいと言われたら断れない。

　十何年ぶりに雪山の館を出て王城で両陛下と感動の再会を果たした時以上に緊張しているノアールを見て、大丈夫だと微笑ましく思いながら実家の門をくぐる。

　この頃にはもう不安よりもこれからの期待の方の気持ちが大きくて、すっかり浮かれていた私はノアールとなら幸せになれると信じていた。

　刷り込みだとしても、ヒロインだからだとしても、私だけを見つめ、愛してくれるのだと信じていた。

　今日、この日までは。

　私だけのノアールだったのだ。







第五章








　やっぱりというか、思った以上にあっさりと私の父であるノグレー侯爵はノアールとの婚姻を認め、彼の回復祝いと訪問を歓迎した。

　その寛容さにノアールは最初こそ驚いていたが、生い立ちや魔力の問題を責められたとしても真摯に受け止めるつもりだった彼は安堵したように表情を緩めている。

　親としてシルヴィアの力を信じていると、そう口にする父に私もくすぐったいような気持ちになりながらその日の夕食の招待を受け入れる。

　夕食の時間までは私が生まれ育ったこの屋敷をノアールと散策することにした。

　幼い私の肖像画や写真は早速ノアールによって発掘された。昔から勝ち気でお転婆だったという記録を見られるとなんともまあ恥ずかしい。

　ノアールは一つ一つ手でなぞりながら、愛おしそうに目を細めた。

「シルヴィアは変わらないな。この頃からずっと可愛らしい」

「もう、からかわないで」

「本音なのに。……この方が君の母君か」

「そう。私が十歳になる前に、天国へ」

「そうか……」

　それから父は後妻を娶ることなく仕事ばかりをするようになって、いくら私が我儘を言ってもお金だけ払って怒ることも諭されることもなくなった。

　だから私も父からの愛はもう諦めていて、それが変わったのは成人の日に魔色調査を行なってからだ。

　白の魔力、白の器。

　誰からも愛されなくなった私でも、ヒロインならば愛される。

　そう調子に乗るのも当然だった。

　だって、ヒーローはヒロインのもので、その愛は決して裏切らない。

　いくら障害があろうとも、二人なら乗り越えて結ばれるのだと信じられた。

　私だけが、この世界が乙女ゲームの世界だと知っているからこその自信だった。

「初めてお目にかかります。私はカラリア国第一王子、ノアール・フォン・シュバルツと申します」

「ノアール……？」

「この度は奥方殿が愛したご令嬢に、婚姻を申し込ませていただきました」

　肖像画の前だというのに、姿勢を正して胸に手を当てるノアールの姿は麗しい。

　健在な父だけでなく、今は亡き母へと礼を尽くす彼にじわりと涙が浮かぶ。

　この人はどこまで優しくて、思慮深いのだろう。

　孤独を知り、苦しみを背負ってきた彼だからこそ、こうして何度もハッとさせられる。

　愛しいと、胸が高鳴る。

「王族として私の命はカラリア国に捧げるため、この身を賭してシルヴィアを守ることは誓えません。しかし、いついかなる時も苦楽を共にし、彼女の手を取り、支え合って生きていきたいと思っております。だからどうか私たちの行く末を天より見守り、祝福をくださいますよう、お祈り申し上げます」

　唯一家族三人で並ぶ肖像画に描かれた母は変わらず微笑みを浮かべている。

　それでも、どこか彼女が頷いたように思えたのはきっと錯覚だろう。

　気付けばポタポタと床を濡らしていたのは私の涙で、振り返ったノアールが困ったように優しく笑って濡れた私の頬を撫でる。

　ああ、私は、この人が好きだ。こんなにも誰かを愛おしいと思える自分がいるとは思わなかった。

　失いたくない。手放したくない。

　私だけがノアールの素晴らしさを知っていたなら、どれほどよかったか。

　そこまで考えて、堪らず彼の手の温もりから後退さる。

　私はまた、なんてことを考えているのだろうか。

「シルヴィア？」

「ごめんなさい。顔を、洗ってくるわ」

　心配そうなノアールの返事も待たずに足早に部屋を出る。

　彼の誠実さを目の当たりにするたびに自分がどれほど軽率な考えだったかを知る。

　推しだからと、ヒロインだからと、雪山の館に行くまで彼の生い立ちや状況を慮ることはなかった。

　白の器の私がいれば全てがうまくいくと信じて、傷付いた彼の心や気持ちには気遣えなかった。

　低俗で、邪で、利己的な考えで彼に近付き、依存させただけの存在。

　それが私なのに、彼の愛を受け入れる価値が果たしてあるのだろうか。

　亡き母は今の私を見て、なんと思うだろうか。

「きゃっ！」

「あ……っ！」

　どんっ、と廊下の曲がり角でぶつかったメイドが床に倒れる。

　周りを見ていなかったと慌てて駆け寄ろうとした私の足がまるで床に縫い付けられたように動かない。

　転んだメイドの彼女は「もっ、申し訳ありません……！」と床にひれ伏す。

　その拍子に彼女の長い髪がさらりと床に垂れた。

　目を奪われるほどに美しく綺麗な、白髪が。

「えっ、あ!?　いけないっ……！」

「……ウィッグ……？」

　彼女は視界に入った自分の髪を見て、飛び起きるように近くに落ちた茶色のウィッグを拾おうとする。

　それを止めたのは、悲鳴にも似た私の声だ。

　だって、その真っ白な髪は、その容姿は、私に似ている。

「あなたは……誰なの？　どうしてそんな、ウィッグなんてつけて……」

　気持ち悪い。嫌な気分が止まらない。

　ヒロインの過去にこれといった描写はなく、貴族だという設定もない。

　スチルにはただ白の魔力を持っている証としてわかりやすく白い髪で描かれるだけだ。

　だから、白銀色の私の髪もほとんど同じだと思っていた。

　画面越しじゃないからそう見えるだけだと、ただそれだけだと、思っていたのに。

「すみません、お嬢様……これは、旦那様からの命令でして……」

「お父様が……？」

　まさか、そんなはずはない。

　頭はすぐに最悪な答えを導き出すのに、否定したくて堪らない。

　そんなのは嘘だと叫びたくて堪らない。

　だって、そうじゃないと、耐えられない。

　頭がどうにかなりそうだ。

「シルヴィア？　どうした？　何かあったのか？」

「あ……ぁ……」

　どうして、来てしまったの。

　ノアールにだけは、絶対に知られてはいけない真実の目の前で、彼が首を傾げる。

　誤魔化さなければ。そう、思うのに、私の口も、頭も、ろくに働かずにただ呆然と見ていることしかできない。

　床に膝をついたままの彼女へとノアールの視線が動く。

　その目が僅かに見開かれたのを、スローモーションのように見つめていた。

「一体何が……とにかく、君は早く立ってくれ。これでは外聞が悪い」

「あ、すみませ……いたっ」

「怪我をしたのか？　仕方ない……手を」

「え、あ、ありがとうございますっ……！」

　ああ、だめだ、そんなことをしたら。

　止める言葉は喉に引っかかって口に出ない。

　細くか弱そうな彼女の手が恐る恐るそっと伸びて、それを膝を曲げて屈んだノアールの手が力強く掬い上げる。

　彼らのその姿はまるで、ヒロインを助けるヒーローのように、美しいスチルのように私の目には映った。

「な……っ！」

「えっ……!?」

　ぶわりと、メイドの真っ白な長い髪が一瞬で艶やかな黒髪へと変わる。

　手を繋いだだけで彼の黒の魔力をここまで吸収したのだ。

　それに驚きよりも先に、納得してしまった私はもう間違いようがない。

　ああ、思えば最初から『無彩色の花嫁』のヒロイン像から私はあまりにもかけ離れている。

　それでも自分がヒロインだと疑わなかったのはヒロインがこの世界で唯一【白】の魔力を持っていたからだ。

　けれどこれでわかってしまった。理解してしまった。

　本物のヒロインは、白の器は、彼女なのだと。

「これは、どういうことだ……？　なぜこの力が……」

「えっ、えっ!?　なに!?　なんで私の髪が真っ黒に!?」

「体調は……問題なさそうだな」

　ノアールの怪訝そうな態度を気にも留めず自分の変化に動揺するメイドに近付く。

　思えば、彼女の顔を私は知っている。

　成人の儀で、脱いだグローブを渡したのは、手を握って応援してくれたのは、この子だ。

「ねえあなた、名前は？」

「え!?　えっと、セフィ・ブランシュです……」

「そう」

「シルヴィア？」

　眉を寄せたノアールが私に聞きたいことは山ほどあるだろう。

　けれど彼の疑念を払うよりも私の足は父の、ノグレー侯爵の元へと向かっていた。

　ほとんど駆けるようにして父がいる書斎の扉を開ける。

　周りを気遣える余裕なんてなかったが、彼は一人でいたようだ。

　小さい頃から仕事をする父親を寂しく見上げていたその姿は、今になってちっぽけに思える。

　バンッと書類が積み重なる机に両手をつけば、訝しげに彼の両目がこちらを向く。

「なんだ、シルヴィア。ノックもせずにはしたない……。わかっているのか？　お前は王族に嫁ぐのだぞ。マナーがなっていないようでは……」

「私は白の器ではなかったのですね」

「……今更お前は何を言っている？」

「セフィ・ブランシュ。彼女こそ、本物の白の器なのでしょう？」

　もはや疑いようのない真実に声は怒りで震える。

　セフィ・ブランシュが成人の儀で私に付いていたように、私の魔色調査が始まる前から既に準備は周到に行われていた。

　知らなかったのは、うまく騙されていたのは、私だった。

　最初から私だけが勘違いしていたんだ。

　ヒロインの立場を奪って、何もかも父の筋書き通りに進んでいた。

　それが、自惚だとも気付かずに。

「どうしてこんな真似を……王族を謀るなんて馬鹿なことをなぜしたんです!?　白の器が必要な者達を愚弄するなんて……!!」

「何を言っているのか理解できんな。シルヴィアの魔色は紛れもなく白だっただろう。お前が白の器である証拠だ」

「魔色調査の日、私についていたメイドはセフィでした。彼女に何をやらせたのですか？」

「はぁ……まったく、聞き分けがない子だ」

「お父様!!」

　頭が痛い。吐き気がして、すぐにでも倒れそうだ。

　現実から背けたくなる体を叱咤し、父とも思えぬ悪魔を睨み据える。

　笑ってくれたのに。褒めてくれたのに。どれも全部、作り物だったなんて、裏切りと同じだ。

「シルヴィア。お前だって望んでいただろう。特別な能力を。愛される力を。ずっと求めていたじゃないか」

「っ……それは！」

「何が違う？　私は願いを叶えてやっただろう？　白銀の魔力などと中途半端なものよりも相応しいものを与えてやった。求められて、愛されて、お前も嬉しかっただろう？」

「……っ！」

　違う。そうじゃない。そんなことない。

　なんて、言えるわけがなかった。

　だってそうだったから。どれも私がほしいものだったから。

　私は、誰かに愛されるヒロインになりたかった。

「だからって、誰かの人生を奪ってまで……っ」

「セフィ・ブランシュには大金を与えた。家族を養う金ほしさに白の器としての役目を投げ出すような者だ。ならば貴族として、持つべきものが持つべき立場だろう」

「そんな……じゃあ、ノアールは……白の器による浄化を待つ者は、どうなるんですか……彼女の方が、よっぽど力は優秀なのに……っ」

「それを気にしてなんになる？　お前だって、第一王子以外の者を気にしたことが一度でもあったか？」

「ぁ……私、は……？」

　せっかく乙女ゲームのヒロインに転生したのなら攻略対象キャラは推しがいいと、そうしてノアールを選んだのは私だ。

　きっと他の攻略キャラたちはどうにかなると、白の器だと思い込んでいながら彼らを見捨てたのは私なんだ。

　自己中心的で、不要な者は排除する。父と私は紛れもなく血の繋がりがある親子だ。

　なんて、滑稽な話だろうか。

　よろりと、ふらついた体が誰かに抱き止められる。

　その手の温もりに、逞しい胸板に、泣いている暇なんてどこにもない。

「今の話は、本当ですか……？」

「ノアー、ル……」

「嘘偽りない、真実なのですか？」

「っ、！」

　信じられないと、そう物語るノアールの表情に無意識に体が動いていた。

「待て、シルヴィアッ！」

　私を止めようとする彼から逃れるように突き飛ばし、部屋から飛び出す。

　廊下から中の様子を窺っていた本物のヒロインとすれ違った気がするが、気にしてはいられない。

　騙していた。嘘をついていた。私はずっと、ノアールを裏切り続けていたのだ。

　残酷で、惨い仕打ちをよりによって好きな人にしてしまうなんて。

　なんて愚かで馬鹿な真似をしてしまったのだろう。

　幸せになるべきは私じゃなかったのに。中途半端な白の器で、彼が救えるはずもなかったのに。

　逃げて、逃げて、逃げ続けて。

　誰にも見つからない場所でひっそりと命を散らそうと死に場所を探していた。

　けれど、それを咎めたのはノアールへの未練でも、セフィへの懺悔でもない。

「他の、攻略キャラは、どうなるの……？」

　本物のヒロインが白の器として派遣されるならそれでいい。

　だけど、【世界の強制力】なんて存在しないことが証明された以上、彼女が自ら白の器として役目を務めない限り彼らは助からないだろう。

　それに、私と同じでセフィもまたノアールの器として傍にいることを望むかもしれない。

　自分で考えていながら、じくじくと痛む胸を無視して死に場所を決める。

　ノアールの他に攻略対象キャラは三人。

　マゼンタ、シアン、イェロウという三貴族の子息。

　黒の魔力ほど力は強くないが、彼らもまた魔力暴走の恐れがあることで辺境の地の隔離施設で過ごしているはずだ。

　ふらりと歩き出した体はもうとっくに悲鳴を上げている。

　けれど立ち止まる権利も、心の余裕も持ち合わせていない。

　罪を償わなければ。

　それだけが、この世界の均衡を崩した私にできる唯一の贖罪だ。







第六章








　人目を避けるように町まで逃げると、外に干されていた平民の服と着ていたドレスを交換し、付けていた宝石を対価にして辺境に行くまでの荷馬車を雇った。

　食事や睡眠もろくに取らず、荷馬車が町に寄るたびに巡回する憲兵がいれば見つからないように顔を隠して出発を待つ。

　やけに憲兵が多いな、指名手配犯でもいるのかしら、怖いわね、なんて聞こえてくる人の声にギュッと耳を塞ぐ。

　三日も経てば隔離施設から距離はあれど一番近い村に辿り着き、そこからは徒歩での移動となった。

　その頃には涙もとっくに枯れていて、気力だけで生きているようなものだった。

　それでもこの人たちを残して勝手に死ぬことは許されない。

　やっとの思いで隔離施設に辿り着いた私を迎えたのは、赤色の髪をした青年。

　平民が着ていそうな服に、短く切り揃えられた髪、キリッとした鋭い目つき。

　体格は逞しく、一見不良のように見える彼が家事が得意で料理上手だと私は知っている。

　赤の魔力を持つマゼンタ家の次男であり、将来は王国騎士団長となるルートもある実力の持ち主。

　ロシュ・マゼンタが訝しげな表情で門前の私を見下ろしている。

「ここがどこか知らないで迷い込んだのならさっさと帰った方がいいぜ。あんたも魔力暴走に巻き込まれて死ぬのは御免だろ？」

　自嘲めいたその言い方に息を呑む。

　彼は明るく快活なキャラクターで、攻略対象キャラの中でも十七歳と一番若く、ヒロインとも初々しいやり取りをしていたのを覚えている。

　決して初対面の誰かを突き放すような態度を取るような性格じゃない。

　どこか焦燥感を抱く彼の様子にもう時間が無いのだと思わずにはいられなかった。

「私は……白の器です。どうか、中に入れてくれませんか？」

「は……？　白の器……？　そんな奴が来るって話は聞いてねぇが……」

「お願いします。白の器として、役目を果たさせてください」

　いきなり来てなんだと思うだろうが、身なりも形式も気にしてられずに深く頭を下げて頼み込む。

　長旅で薄汚れた平民の服で、さらには小汚い帽子も被ったままだ。

　ロシュの表情がますます不審に染まる。

　もし本当に白の器が見つかったのなら、彼らには事前に連絡が届いているだろう。

　成人の儀で国王陛下が他言無用だと圧をかけたように、白の器がノアールを優先的に救うために他を切り捨てたとしか思えない。

　でも私は彼らの存在を知っていた。知りながらきっと大丈夫だろうと考えないようにしてきた私も同罪だ。

　国から手配された白の器だというなら私の恰好ほど相応しくないものはない。

　他人の服はサイズも合わずに不恰好で、食事も喉を通らず休むことなくここまで来たせいでやつれた見た目は綺麗とは言い難い。

　髪を隠すために深く被った帽子といい、まるで詐欺や物乞いだと思われてもおかしくない状況に気が逸る。

　ここで追い返されたら私は死んでも死に切れない。

「私のことはいない者として扱って構いません。他に何もいりませんから、器として使ってください。お願いします」

「……本当に、白の器なんだな？　こっちは仲間が死にかけてんだ。嘘だったらただじゃおかねぇぞ」

「命を賭けてでも助けます」

　情に熱く、感情に正直で仲間思いなロシュは嘘や裏切りを嫌う。

　彼が手にする剣を見て頷けば、警戒しながらもロシュは私を施設の中へと招き入れた。

　名目は隔離施設とはいえ、中は寮のような雰囲気になっている。

　ロシュは私に背を向けることなく廊下を進んでいき、地下へと続く階段を顎で示す。

　それにハッと息を呑んだのはその先にある部屋を知っているからだ。

　ノアールと違って他の三人のバッドエンドで登場することがあるその部屋は界隈で通称処理部屋と呼ばれていた。

　『爆弾』を処理するための部屋。つまり、魔力暴走しそうな、もしくはしてしまった者を閉じ込め、外部への被害を減らすための部屋だ。

「一人、すぐにでも魔力暴走を起こしそうな奴がいる。魔力干渉で俺たちも誘爆するかもしれねぇって、近寄るなって言われてるけど、苦しんでる仲間を放っておけるわけねぇだろ。長い間家族みたいに生きてきたんだ。最期まで寂しい思いはさせたくねぇよ」

「……その方の、名前は？」

「どうせ魔力の色を見ればわかると思うが、情報を握ったなんて思うなよ。まあ、簡単に帰すつもりもねぇけど」

　長い階段が終わり、辿り着いた部屋の重い扉を開く。

　途端に息苦しい空気に満たされ、ぎくりと体が危険だと怯えて強張る。

　無機質な灰色の部屋には何もない。何も持ち込めないのだ。

　壁にもたれ掛かり、項垂れていたその人が顔を上げる。

　立ち絵では綺麗に一つ結びにされていた腰まである金色の長い髪は垂れ乱れ、彼が攻略対象キャラの中でも最年長としていつも余裕があり、穏やかで柔和なキャラクターだとは思えない。

　黄の魔力を持つイェロウ家の一人息子であり、若くしてその腕は確かだと名を馳せていた二十六歳の天才魔法医。

　魔力暴走を起こしかけていたのは、クイン・イェロウだった。

「ロシュ……君はまた、勝手に入って……」

「クイン、白の器だ。白の器を連れてきた」

「白の、器……？」

　困ったようにロシュを見上げるクインの瞳が丸くなる。

　そして薄汚れた私に気付いて彼はぱちりと目を瞬いた。

　こんな見た目で申し訳ない。

「まさか……本当に……？」

「俺も正直信じられねぇが、やってみたらわかることだ。悪いな、クイン。付き合ってくれるか？」

「僕はいいけど……きみ、もし違うならやめた方がいいよ。きみの命が危ないからね」

「大丈夫です。やります。やらせてください」

「そう……じゃあ、お願いするよ」

　にこりと、話すのもやっとだろうに、私に気遣って穏やかに笑ってくれるクインの優しさに気を引き締める。

　普段が閉めた蛇口からポタポタと溢れている魔力だとすると、今のクインの魔力は蛇口を全開にして溢れた状態なのだ。

　早く受け皿を用意しなければ魔力は入れ物を壊して飽和してしまう。それが魔力暴走として大気に影響を与え、あらゆる災害を引き起こす。

　この処理部屋にいる以上被害は最小限に抑えられると思うが、ノアールが過ごしていた雪山の館と違ってここには圧倒的に白い物が少ない。

　それこそが魔力暴走を防ぐ手段だと知っているのは乙女ゲーム『無彩色の花嫁』をプレイした人間だけだなんて、いかに魔力暴走が恐れられるあまり対策がされてこなかったか実感する。

　隔離して、閉じ込めて。危険だからと人生を奪われていいわけがない。

「白いものを……なんでもいいから、この家にある白いものを持ってきてください」

「は？　いや、ここは物の持ち込みが禁止で……」

「真っ白なら大丈夫です。早く！」

「え、お、おう……!?」

　私の剣幕に一瞬たじろいだロシュはひとまず従ってくれるようで、ここに私を残すことを気にしながらも階段を駆け上がっていく。

　あの素直さはロシュのいい所だ。

　クインも小さく笑って彼を見送る。その顔色は悪い。

「それで？　きみはどうするのかな？」

「……すみません、正直に言います。私は白の器として、中途半端な存在です。器としての効果は……半分だと、思ってください」

「うん、わかった」

「体の繋がりが密接なほど溢れた魔力を受け取ることができます。体を、重ねれば……きっと、あなたは助かります。だから、こんな私で嫌でしょうが、今は我慢して抱いてくれませんか？」

「きみはそれで、いいんだね？」

「……これは、治療行為ですから」

　そう口にしながら、震えそうになる声をひた隠しにする私はなんて無様だろう。

　ノアールを推して、本当に好きになって、その資格なんて初めから無くて。

　本物のヒロインとの恋路を最悪の形で邪魔した私は彼を幸せにするどころか、不幸に陥れてしまった。

　ノアールを誑かして、王族すら騙して、王太子妃になっていい存在じゃない。

　捕まって罪に問われて処刑されるのなら、私の命は少しでも魔力暴走に苦しむ人たちに使いたい。

　それで救えるのなら、私の体ももうどうでもいい。

　ノアールに必要とされないなら、もう、どうなったっていい。

「じゃあ、遠慮なく」

「……っ、」

　伸びてきたクインの手に目を閉じて受け入れる。

　せめて少しでも体を清められたらよかったのに。そう心苦しく思っていた私の体が優しくクインの腕に包まれる。

　失敗すれば死ぬかもしれないのに、彼の心音は穏やかに落ち着いている。

　ぽんぽんと背中をあやすように叩かれて、なんだか拍子が抜けてしまう。

　性行為の始まりにしては、やけに欲とはかけ離れた雰囲気だ。

「あ、あの……？」

「きみ、名前は？　僕はクインだよ」

「え、っと……シルヴィア、です」

「シルヴィア、きみはいい子だね」

　いい子、いい子。そう背中を撫でて、何度も褒められて。

　訳もわからず呆然と目を見張る。

　私がいい子だなんて、そんなわけないのに。

「なに、言って……っ、抱くって、こういうことじゃなくて、性行為のことだって、わかってますか……!?」

「うん、そうだね。いい子だから、このままじっとしていて」

「私は、いい子じゃない……っ！　全部私のせいで、私が、みんなを苦しめていたのに……！　私が、悪いのに、どうして……！」

「大丈夫だよ、シルヴィア。だから……泣かなくていいんだよ」

「泣いて、なんて……っ」

　涙はとっくに枯れ果てた。私は罪を償うためにここに来たのに、どうして赦してくれるんだ。

　どうして、私の方が、優しく慰められているのだろう。

　何も知らない筈のクインは私をそっと抱き締め続けるだけで、それに安堵してしまう私はどこまでもちっぽけで残酷な人間だ。

　だからせめて、片時も離れず傍にいよう。

　少しでも彼の苦しみが和らぐように、少しでも彼が楽に息ができるよう、中途半端な白の器でも私は彼らの役に立ちたい。

「おいっ、白いの全部持ってきたぞ！　……って何やってんだよお前ら!?」

「……治療行為ですが」

　両手に山のように白いシーツやらクッションやらを抱えたロシュが扉を蹴破る勢いで戻ってくる。

　それから抱き締め合う私とクインを見て顔を真っ赤にするものだから面白い。

　クインは今はぐったりと私にもたれ掛かるようで、無理をしてでも私を慰めてくれたのだと胸が痛くなる。

　どうして私なんかに、と思い悩むのは後でいい。

「私の力で白い物を器にしてクインさんの黄の魔力を移していきます。他にも外から取り寄せられるならどんどん用意してくれると助かります。あ、ミルクプリンやショートケーキでも大丈夫です」

「……ミルクプリンとショートケーキはなんかおかしくね？」

「大好物なんです、クインさんの」

　この隔離施設では取り寄せてまでデザートの類いを食べる機会はなく、クインが大の甘党だとわかるのはヒロインが来てからだ。

　だから不思議がりながらも「わかった」と応じるロシュには曖昧に笑うことしかできない。

　さて、これから長丁場だ。ロシュから山のような白い物の数々を受け取って、最後に白い濡れタオルを手渡される。

　熱いお湯で絞ってきたのか、まだ暖かい。

「これは……？」

「……風呂、今更入れなんて言えねぇし。顔とか体だけでも拭いとけば？」

「え、」

　ぱちくりと彼を見上げて目を丸くする。

　照れ臭そうに目を逸らすロシュの気遣いにじんと胸が熱くなる。

　緩みそうになった頬をゴシゴシと強く濡れタオルで拭けば、痛みで気を引き締めるには十分だ。

「ありがとうございます。クインさんは、私が絶対に救ってみせます」

「頼む」

　顔を見合わせて頷いてから、私はクインの浄化に、ロシュは白い物の回収に走る。

　大丈夫。大丈夫だ。私はこの世界の本物のヒロインじゃなかったけれど、ヒロインとしてこの世界の元となる乙女ゲームをプレイした知識は本物だ。

　だから絶対に助けてみせる。本物のヒロインがいないバッドエンドなんて、回避してみせる。

「……ごめんなさい、ノアール……」

　苦しそうに目を閉じたままのクインに唇を寄せる。

　いくら体を重ねることは無理でも、これだけなら。

　あと少しで触れ合う瞬間、ノアールとのキスが頭をよぎる。

　もう出ないと思った涙がぽたりと溢れて消えた。





　＊＊






「いやぁ、美味しいねぇ、このケーキ」

　寝る間を惜しんだ三日三晩の浄化の末。

　疲れて眠ってしまっていた私がハッと目を覚ますとそこには幸せそうに白いデザートを食べているクインの姿があって、一瞬ここが夢の中かと目を疑う。

　ずっと繋いでいた手も離れていて、何もなかった部屋にまるで巣のように敷き詰められたシーツやクッションは真っ白のまま体を起こした彼の支えになっている。

　クインから溢れ出る魔力が止まった。そう気付くと同時に全身から力が抜ける。

　助けられた。私は、クインを救うことができたんだ。

　気が抜けてふらりと倒れそうになった体が後ろから支えられる。

　振り返れば気遣わしげにロシュが私を見下ろしていた。

「大丈夫かよ、あんた」

「ロシュさん……クインさんが……」

「ああ、もうあんなにケロッとしてやがる。取り寄せた白い菓子類は全部あいつの腹の中だよ」

　呆れたように、けれどどこか嬉しそうに、そう言って笑うロシュだって疲れている筈だ。

　魔力干渉でロシュまで魔力暴走が起きないようになるべく部屋からは出てもらっていたが、何があってもすぐに駆けつけられるように白い物の補充の時以外はずっと部屋の外にいたのは間違いない。

　クインの心配だけでなく、なんだかんだ私の食事や体調まで見てくれていた彼はやっぱり優しい人だ。

　支えてくれたお礼をいえば、照れ臭そうに「痩せっぽち」だなんて悪態をつかれたけども。

「クインさん、調子はどうですか？　まだ魔力が漏れるような感覚はありますか？」

「ううん、もう大丈夫。本当にありがとう、シルヴィアちゃん」

「っ、よかった……」

　こんな私でも役に立った。白の器として機能できたことに嬉しさが込み上げる。

　きっと本物のヒロインなら一瞬で魔力暴走を鎮めることができたかもしれないが、これが私の持つ白銀の魔力の限界だろう。

　消費した白いサポートアイテムは山のようで、ロシュの助けなしにはきっとどうにもならなかった。

　ロシュが私の言葉を信じてくれて、協力してくれたからの功績だ。感謝してもし足りない。

「……シルヴィア？　それがあんたの名前？」

「え、ロシュったら、今シルヴィアちゃんの名前を聞いたの？　ずっと寝てた僕でも知ってたのに？」

「うるせえっ、それどころじゃなかったんだからいいだろ！」

「だめだよロシュ、女の子には優しくしなきゃ」

　穏やかな最年長とツンデレな最年少の会話ほど和やかなものはない。

　女の子と言われたものの、服は補充品にあった白いワンピースのようなものに着替えたり、濡れタオルで体を拭いたりしていたが、さすがに綺麗とは言い難い。

　髪もローブのように被ったシーツで隠してはいるが、クインの魔力が落ち着いた今はいつバレてもおかしくはないだろう。

　それに、咄嗟とはいえシルヴィアという本名を口にしてしまったのは問題があるかもしれない。

　だって私は、ノグレー侯爵家は、王族を騙した大罪人なのだから。

「シルヴィア、ずっとあんたとか呼んで悪かったな。俺はロシュだ……って、それは知ってたか」

「あ……クインさんが、そう呼んでて……」

　本当は攻略対象キャラだから知ってた、なんて言えなくてそう誤魔化せば納得したように頷く。

　名前どころかプロフィールや好き嫌い、家族構成や趣味までなんでも知っているのに、知らないふりをして、ここでも白の器だと偽って。

　私はどこまでも人を騙すのが得意なようだ。

　これじゃあヒロインじゃなくて悪役令嬢という存在にぴったりだな、なんて。思わず自嘲してしまった。

「さて、甘いものを食べて元気も出たことだし、上に戻ろうか」

「クイン。本当に、もう大丈夫なんだな？」

「魔法医としてまた働けそうなくらいだよ」

　ふわりと微笑むクインは元々は高い魔力を繊細に扱えて、魔法医として多くの人の治療をしてきた。

　けれど優しさゆえに患者を選ばず無理をしてきたせいで次第に魔力の制御が難しくなり、人々に感謝されてきた彼は次第に人々に魔力暴走を恐れられるようになり、自ら隔離施設へと志願したのだ。

　それでもまだ彼は魔法医として多くの人を救いたいと思っている。恐れ、遠退き、手のひらを返した人々を恨んでもいないのだろう。

　クイン・イェロウはお人好しで、親切で、慈愛に満ちている。

　ノアールがいなかったら私の推しはきっとクインだったに違いない。

　そんな聖母のようなクインに対してロシュは複雑そうに顔を顰めた。

「頼むから騎士団専属の魔法医にだけはなるなよ」

「えー？　なんで？」

「だってお前血が好きなサイコパスじゃん……」

「そんなことないよぉ」

　……ん？　あれ？　聞き間違いかな？

　界隈でも天使だの聖母だのと言われていたクインがまさかサイコパスだなんてあるわけない。

　確かに内科より外科のイメージがあったり、どんな傷も微笑みを絶やさず患者を慈しんでいるスチルが目に浮かぶが、まさかそんなわけ。

「そんなことないからね、シルヴィアちゃん」

「は、はい……！」

　にっこりと笑いかけてくるクインにとりあえず頷いておく。

　私の知っている乙女ゲームの世界観から微妙にかけ離れているのが私のせいなのか、それとも知らなかったゲームの裏側なのかわからなかった。

「そうだ、ロシュ。ブラウは元気？　また研究中？」

「ブラウなら黄の魔力に染まった白いハンカチを持って行ったっきり会ってねぇな。どうせ自分の部屋だろ」

「ブラウ？」

　階段を登るクインの足取りは私より軽く、ふらつく私を見かねて背負うと言ってくれたロシュの肩だけ借りながら上を目指す。

　その時の会話に聞き覚えのある名前があって、あっと思い出した。

　マゼンタ、シアン、イェロウの三貴族。

　ロシュ・マゼンタ、クイン・イェロウ、そしてもう一人。

「ブラウ・シアン。もう一人の軟禁仲間だ」

　知的で勤勉、天然で気分屋。食う寝る遊ぶより研究好きな王宮魔法士。

　あちこちに跳ねてボサボサの青髪と眼鏡がトレードマークの青年が地下から戻ってきた私たちを待っていた。

「おや、ブラウが出迎えなんて嬉しいね」

「こいつがそんなタマかよ」

　変人というか、珍獣のような二人の扱いに苦笑する。

　研究しか頭になく、白の器のヒロインのことも研究対象として見てきた攻略キャラだ。

　とっつきにくいのは最初だけで、慣れたら子供みたいに無垢で無邪気な性格だと知っているが、本物の白の器じゃない私に彼が惹かれるとは思わない。

　それでもツカツカと近付いてくる彼の視線は私に注がれていて、それになぜか恐怖を覚える。

　彼の手には白から黄色に染まるハンカチ。そして、そこに僅かに滲む【黒】に気付いてしまった。

　バサリと、フードのように被っていたシーツが剥ぎ取られる。

　お風呂にも入っていないから恥ずかしいと理由をつけてずっと隠していた私の髪が露わになる。

　それを見て目を見張るロシュとクインと違って、ブラウはどこか恍惚とした表情で頷いた。

「やっぱり、貴女には黒の魔力が混じってる」

　そう口にするブラウの視線の先で、長く波打つ私の白銀の髪は今は銀灰色に染まっている。

　ノアールの色、黒の魔力の侵食がいつまで経っても消えてなくならない。

「貴女は王族が血眼で探しているシルヴィア・ノグレーだな？」

　気付かれた。知られてしまった。

　王族を騙した私の罪が、この人たちを見捨てた私の罪が、浮き彫りとなって晒される。

　元々死のうとしていた身だ。一人でも誰かを救えたのなら本望だろう。

　罰を受けよう。裁かれて、罵声を浴びて、ノアールが忘れたいと思うような悪女となろう。

　そうしたらきっと、私を忘れて幸せになれる。本物のヒロインとハッピーエンドを迎えられる。

　私はもう、この世界に必要ない。

　……なんて、最初から存在しない方がよかったのにね。







第七章








　私の存在を知られたからにはすぐにでも憲兵に突き出されるかと思いきや、なぜか今私は食事の席についている。

　お情けで最後の晩餐を味わわせてくれるのだろうか。それにしては和気藹々とした雰囲気に呆然とした私だけがそぐわない。

　いいからいいからとクインに押し切られて食卓に座ってはいるが、明らかに様子がおかしい。

「このグラタン美味しい〜！　カルボナーラとポテトサラダも最高！　相変わらずロシュって料理上手だよねぇ」

「どれもこれも白い料理ばかりだが、やはり【白】に意味があるのか。食べた瞬間僅かに魔力の出力が収まった感覚がある。摂取する量に比例するのか、それとも……」

「ちったぁ静かに食えねぇのかあんたら」

　テーブルに並ぶ白を基調とした料理の数々をクイン、ブラウ、ロシュの三人が平らげていく。

　そして私の前にも美味しそうに並べられていて、見てるだけでお腹は空くが食べてる場合じゃないと腹の虫に喝を入れる。

　だって、私は罪人だ。カラリア王族が国を挙げて捜索するほどの人間がこんな風に料理をもてなされていいわけがない。

　戸惑っているのは私だけで、三人は他愛もない話をしながら料理を楽しんでいる。

　彼らの日常の中に、異物の私だけが浮いていた。

「シルヴィアちゃん、どうしたの？　嫌いなものでもあった？」

「もしアレルギーがあるなら無理して食うなよ。好き嫌いなら話は別だからな」

「ロシュ・マゼンタ。私の料理に玉ねぎが入っていたぞ。玉ねぎ中毒を起こしたらどうする」

「ブラウは黙って食ってろ」

　ロシュが料理を作っている間、クインと順番にお風呂に入ったので体はすっかりピカピカだ。

　根元まで銀灰色になった髪も今更隠す意味はない。

　この世界では魔力の色と髪色はほとんどの人が同じだと言われている。

　だから黒が混じった私の髪を見れば誰に魔力を受け取ったのか想像はできるだろう。

　少しでもバレるリスクを減らすためにも長い髪は切っておくべきだった。けれど、それができなかったのは、ノアールの色に染まっていたから。

　好きな人の色に染まった髪を切るのを惜しんだ私の詰めが甘かったのだ。

　責められる覚悟はしていたのに、彼らは何事もなかったかのように私に風呂を薦め、食事に誘ってきた。

　そうして賑やかな食事会の最中、私だけが気まずい空気を感じている。

　それともこれが最後の晩餐だったり……？

「はぁ……シルヴィアが何に気を使ってるのかは知らねーが、とりあえず冷める前に食べろよ。ここ数日まともに食べてなかったんだろ。話はそれからでもいいだろ」

「そうそう。お腹いっぱい料理を食べて、食後のデザートでも食べながらゆっくり話をしよう。ね？」

「……わかりました」

　少なくとも、彼らが私の罪を忘れたわけではないらしい。

　通報されるのが後になっただけでも彼らの温情をありがたく受け取ろう。

　お礼を言って、白い食事を丁寧に味わう。

　乙女ゲームを元にした異世界とはいえ、お米まであるのはやっぱり違和感しかないなぁ、なんて小さく笑ってしまった。




「それじゃあ私は研究に戻るとするか」

「おい待て元凶」

　食事が終わり、さあいよいよ本題だという時になって自室に戻ろうとするブラウをロシュが引き止める。

　元凶というなら私だと口を挟むのも野暮だろうか。

　首根っこを掴まれ、苦しげに振り返ったブラウは心底嫌そうな顔をしている。

「黒の魔力がどうとか、王族が探してるとか、ちゃんと説明してけ」

「説明も何も、見たままだろう。彼女は黒の魔力が混じってる。黒の魔力は王族にしか現れない。大方、膨大な黒の魔力の持ち主が生まれたが魔力暴走の危険性が高く隠匿されていて、その器になるべく白の魔力を持つ彼女が充てがわれた。けれどその力は偽物で、中途半端な器にしかならず、処罰を恐れて逃げ出したってところかい？」

「っ……」

　私には目もくれず、淡々と事実を語るブラウは私の髪色だけでそう判断したわけじゃない。

　王宮魔法士でも天才と謳われる彼は魔法を使った独自の情報網があり、隔離施設に入れられた今でも外の情報には敏感だ。

　そもそも隔離施設にいるのも自ら魔力回路を弄った結果であり、研究のためとも言える。

　変わり者のキレ者。そんなブラウに言い逃れをするつもりはない。

　私がここにいるとわかれば、国も彼らの存在を無視できないだろう。

　本物の白の器が見つかった今、全員が救われる未来がある。そこまで辿り着いてやっと、私の贖罪となるのだから。

「偽物って……シルヴィアはこうしてクインを救ったじゃねぇか」

「まあ、応急処置にしては上出来だろうさ。けれど完治とまではいかない。クイン・イェロウも、それを理解しているだろう？」

「それは……」

「その通りです」

　私を気遣うクインの優しさに甘えるわけにはいかない。

　口を開いた私に三人の視線が集まる。

　今更逃げ場なんてどこにもない。待っているのは処刑場だけだ。

「私は白銀の魔力を白の魔力と偽り、膨大な黒の魔力を持つ第一王子の白の器として任命されました。しかし、本物の白の器が見つかったので逃げてきたのです。バレてしまったのならすぐにでも通報していただいて構いません。もう、覚悟はできてますから」

　ノアールとの日々も、クインを救えたのも、私には充分過ぎる思い出となった。

　こうして白い物を近くに置き、摂取するようになれば彼らの魔力も安定に向かうだろう。

　これでいい。これでもう、満足だ。

　私とノアールの婚姻が無かったことになるのは当然だが、このまま本物のヒロインとの婚姻が進められる可能性だってある。

　そんな話を聞く前にできればさっさと処刑されてしまいたいなぁ。

　なんて、未練たらしく思ってしまう自分に呆れた。

「だったら……」

「ロシュさん……？」

「だったらなんで、ここまで来たんだよ。クインを、命懸けで救ったりできるんだよ」

「……そんなの、ただの罪滅ぼしですよ」

　恨まれて、憎まれて、殺されたとしてもおかしくはない。それだけのことを私はしてきたんだ。

　ロシュの手がバッと振り上がる。

　殴られる、そう思った次の瞬間、わしゃわしゃと撫で回される頭に目を見張った。

「うげ……なんとなく黒の魔力を感じてヤな感じがしやがる……」

「そうなんだよねぇ。こうして手を繋いで僕の器になってくれてた時もずーーっと黒の魔力が主張してきて鬱陶しかったんだよね」

「マーキングと同じだな。貴女の髪がクイン・イェロウの黄の魔力に染まらなかったのは黒の魔力が上だからか。ふむ、興味深い」

「あ、あの……？」

　なんだ、なんで、頭を撫でられて、手を繋いで、まじまじと見られているのだろう。

　呆気に取られた私を見て、クインがくすりと微笑む。

　ロシュが「はぁー」と長い溜め息を吐いた。

「あのなぁ、偽物だってバレて逃げてきた奴がこんないつ魔力暴走するかもわからねぇ危険な場所に率先して来るかよ。それに、あそこまでされてハイそうですかって憲兵に突き出せるほど俺たちは腐ってねぇっての」

「でも……私がいなかったら、本物の白の器が来ていたかもしれなくて……」

「偽物だろうと、本物だろうと、ここまで来てくれたのはシルヴィアちゃんだけだよ。きみだけが、僕たちを救いたいと思ってくれた。それだけで僕らにとってはきみが白の器に見えるけどなぁ」

「確かな功績がほしいなら私の魔力暴走も治してみるか？　どれ、試しに魔力回路を弄って……」

「こら、ブラウ」

「それやったらまじで処理部屋に突っ込むからな。シルヴィア抜きで」

　魔力暴走を恐れられ、自由を奪われた彼らはそれでも腐らず互いに支え合って暮らしていたのだろう。

　まるで問題事を起こす次男ブラウを睨む三男ロシュと窘める長男クインのような光景に目を瞬く。

　やいのやいのと言い合う三人は私がどんな立場かわかっていて、理解した上で、私を許してくれると言うのか。

　私を、白の器だと言ってくれるのか。

　安堵も、歓喜も、私が思っていい筈がない。

　けれど最後まで彼らを助けることができるなら、少しはこの罪悪感も拭われるだろうか。

「本当に……いいんですか？」

「いいって。畏まる必要もなし。俺らも国から保護って名目で隔離されてるだけだし、シルヴィアが来てくれなかったら全員死んでたかもしれねぇんだ。この際あんたの力も本物だって王族の奴らに一泡吹かせてやろうぜ！」

「現に僕はきみに助けてもらったしね。恩を仇で返す気はないよ。だから、ここにいる間はもう怯えなくていい。もうどこにも逃げなくていいんだよ」

「むしろこの地を選んだのは最適解だ。なんせ誰も寄り付かんからな。禁忌魔法の研究にもピッタリだ」

「そんなことしてたのきみ」

「まじでブラウはいい加減にしろよ……」

　仲がいいというか、もはや家族のような彼らの馴れ合いに前世の家族や友人を思い出す。

　顔も名前も曖昧で思い出せなくても、会うと笑って、楽しかったことは覚えている。

　もう帰れるとも、今更帰りたいとも思わないけれど、彼らの心地よさに甘えてしまいたいと思ってしまった。

　外で、自由に暮らす彼らを、見たいと思った。

「皆さん……ありがとう、ございます」

「んじゃ、ここで暮らすんだったらまずはその敬語とさん付けはやめろよな。家事当番も決めてもらうぜ」

「ロシュったら気が利かないなぁ。シルヴィアちゃんは女の子なんだからもっと気を使わないといけないことがあるでしょ。お風呂の時間だとか、洗濯の下着の仕分けだとか」

「なっ、ばっ、なんで俺がそんなの気にしなきゃならねぇんだよ……！　自衛しろ！　自衛！」

「気を付けてねシルヴィアちゃん。ロシュって絶対ラッキースケベ属性だから」

「なんとなくわかります」

「わかるかぁ!!」

　いや実際に乙女ゲームのシナリオでもやらかしてました。

　そんなことは言えないのでロシュを揶揄うクインに便乗していれば、ふとブラウの視線が突き刺さる。

　普段は滅多に自室から出てこない彼がここまで付き合ってくれたのは意外だった。

　なんだかんだ魔力暴走を抑えるための研究をしている彼はうまくいけば後の功労者となり、今後魔力暴走に怯えて隔離される者はいなくなる。

　白い物の可能性について今回知れたのはブラウの研究の役に立つだろう。

　それだけでもここに来てよかったと思わずにはいられない。

「そもそも前提が謎なのだが、国がなぜ総力を挙げて貴女を探していると思ってるんだ？」

「それは……私が王族を誑かした詐欺師だから、捕まって罰を受けるべきで……」

「ふむ、なるほど。ますます面白い」

「……ブラウさん？」

「ブラウでいいぞ。シルヴィア・ノグレー。いや、シルヴィー」

　にこぉ、と無邪気に、けれどどこか不気味に微笑むブラウに鳥肌が立つ。

　この笑い方は、プレイヤーなら誰もが知っている。

「あちゃー、シルヴィアちゃん、ブラウに気に入られちゃったねぇ」

「どんまい」

　肩をポンと叩いてくるクインとロシュが哀れみの視線を私に向ける。

　ブラウがフルネームじゃなく愛称で呼ぶ時。それはすなわち、彼の研究対象になったことを表している。

「それほどマーキングをされておいてその認識とは、愉快愉快。だが一つ忠告するぞ、シルヴィー」

　くっくっと喉を鳴らしながらブラウは私の髪を掬う。

　白銀が黒に染まり、銀灰色となった私の髪はまるで彼の手から逃げるように滑り落ちた。

「黒とはこの世で一際厄介な色だ。果たして、いつまで逃げられるかな？」

　ずっと騙してきた私をノアールはきっと許さないだろう。

　それがどんな形であっても、私は報いなければならない。

　ノアールの、執着から。執念から。愛憎から。

　逃げなければとわかっていながらここを離れられないでいる私は、迫り来る断罪の時を待ち侘びている。







第八章








　顔出しの捜索願いが国中に広まっている。見つけた者には賞金が出る。捜索の手は国外にまで及んでいる。

　そう逐一教えてくれるブラウは嬉々としてカラリア国内の混乱を楽しんでいる。

　彼の情報網は近くに寄ってきた鳥や獣の目を魔法でリンクさせており、隔離施設の中からでも好きなように外の様子を見ることができるため確実な情報だ。

　どこかの家の庭先で私のドレスが見つかったことも、御者に宝石を握らせて荷馬車に乗ったことも突き止められ、ついには王国騎士が私も立ち寄った最寄りの村まで来たという。

　残る場所はこの隔離施設だけだが、国の保護下であり危険な場所においそれと近寄るわけにもいかず二の足を踏んでいるのだろう。

　けれどそれも強行に出られたらおしまいだ。

　白い物や私がいることで三人の魔力も安定してきたとはいえ、ここで魔法を使われたら魔力が共鳴して誘爆が起きてもおかしくはない。

　その前に私は自首するべきなのだ。

　私のせいでこれ以上三人に迷惑はかけられない。後は本物のヒロインが彼らを外に出るまで回復させてくれるだろう。

「シルヴィア、筋トレの時間だぜ」

「……ロシュ」

　そうしてこっそり出ようとするたびに遮られるのもこれで何度目だろうか。

　隔離施設とはいえ敷地内で自由に過ごしている彼らの行動はバラバラなはずなのに、どうしてこうも三者三様に止められるのか謎で仕方ない。

　今だってコソコソと玄関に向かおうとした私を既に充分な筋トレをして汗をかいたロシュが止めに入る。

　ちなみに私が筋トレに参加した記憶は一切ない。

「私は遠慮するわ」

「じゃあ重りにでもなってくれよ。ちょうどよさそうだし」

「それって私が重そうだって言ってる？　確かにロシュの料理が美味しくてちょっとは太ったけどまだ気にするほどじゃ……！」

「はいはいありがとよ。いいからさっさと付き合えって」

「ひぎゃっ！　ちょっと、その格好で引っ付かないで！」

　筋トレ真っ最中のロシュは上半身裸でバキバキの筋肉はしっとりと汗に濡れて輝いている。

　それに赤くなっていたのは最初だけで、今は見るだけでお腹いっぱいというか、細マッチョくらいが好みだな、なんて思ってるくらいだ。

　ここで三人と一緒に住むようになってからというもの、もはや異物どころか家族のように迎え入れられたがいつまでもこの待遇に慣れない。

　ロシュには手がかかる姉のように、クインには怖がりな子供のように、ブラウには新鮮な研究対象のように構われて居心地が悪い。

　優しくされる筋合いなんて私にはないのに、こうして私を守るために動いてくれている彼らは随分とお人好しだ。

「髪色、また少し変わったか？」

　結局は腕立てをするロシュの背中に乗る羽目になりながら邪魔にならないよう長い髪を纏める。

　三人の溢れた魔力を受け取るようになってから銀灰色に赤青黄色の三原色が混じって不思議と白く戻っているように思える。

　たしか、光の三原色を混ぜ合わせると色が明るくなって、色材の三原色だと色が暗くなるんだっけ、となんとなく前世の記憶を思い出した。

「そうかも。いつかは元の髪色に戻るのかな……」

「嬉しくねぇの？」

「ちょっと、寂しいわね」

　ノアールが黒く染まった私の髪を嬉しそうに撫でていたように、私だって彼の色に染まるのを心地よく思っていた。

　もう色は薄くなってしまったとはいえ、白銀色に戻ってしまえばノアールとの繋がりは完全に無くなってしまう。

　それを虚しく思う筋合いも、残念に思う立場でもないのに、いつまで経っても未練たらしくていけない。

　ふぅん、とロシュは大した興味もなさそうに相槌を打つ。

「俺は元の髪色の方があんたに似合ってて好きだけどな」

「え、」

「ほう、こんな時にシルヴィーを口説いているのか、ロシュ・マゼンタ」

「別に口説いてねーよ」

　いつの間に現れたのか、ボサボサな見た目の割にソファに優雅に座って紅茶を飲んでいるブラウにロシュが顔を顰める。

　こんな時に？　と彼の言葉に違和感を覚えた。

「ブラウ、外はどうなった？」

「クイン・イェロウが話をつけている。が、しかし、相手が相手だ。簡単に引き下がるとは思えんな」

「なんとかしろよ、天才魔法士」

「爆発寸前の時限爆弾に手を出す愚か者はいない」

「二人とも、さっきから何を言ってるの……？」

　話についていけないのは私だけのようで胸が騒ぐ。

　外で何かあったのだろうか。

　ロシュの背中から降りようと足を伸ばせば、それを遮るように体を起こした彼に慌ててしがみつく。

　目が回るような感覚は一瞬で、気付いた時には胡座をかくロシュの膝の上だ。

　ガッチリとホールドされて動けないまま彼を見上げた。

「ちょっと、何して……！」

「クインが戻るまでじっとしてろ」

「なんで……っ」

「シルヴィー、ここには誰も近寄らんと言ったな。身内でさえ命を惜しんで来やしないのに、あの男の執着は想像を遥かに超えている。話をしても中に入れろの一点張りだ。執念深いにも程がある」

「ま、さか……」

　頭をよぎるのはノアールの姿で、思わずロシュの肩口を掴んだ手が震える。

　ここに彼がいるということは、本物のヒロインと一緒だろうか。それとも、一人で来れるまでに彼女に回復してもらったのだろうか。

　どちらにせよ、ちゃんと会って罪を償わなければならないのに、彼にどんな目で見られるのか怖くて仕方ない。

　無意識に息を止めていた私の背中をロシュが軽く叩く。ほう、と呼吸が楽になった気がした。

「たとえ偽物でも、俺たちにとってはシルヴィアだけが本物の白の器だ。だから、あんたが望むならずっと匿ってやる。どんなことになってもな」

「私は……」

　出て行くべきだ。潔く諦めた方がこの世界のためにもいい。私の存在なんて、さっさといなくなった方がいいと、わかっているのに。

　言葉が出ない。ノアールにだけは、嫌われたくない。憎まれたくない。

　彼に会うのが、こんなにも、こわい。

「追い返すか」

「ま、待って……彼の側に、ヒロインは……女性はいる？」

「いや、騎士の一人も連れてねぇな」

「体は大丈夫そう？　魔力は落ち着いてる？」

「ったく、そんなに気になるなら自分の目で見てみろよ」

「きゃっ……！」

　軽々とロシュに抱えられたまま外が見える窓際に移動する。

　ここからならこっそりと玄関前の様子が見える。

　意識はそればかりに気が向いていたから、上半身裸のロシュに抱っこされていることも忘れていた。

「ノアール……」

　最後に会ったのは数ヶ月前なのに、なんだかひどく懐かしい。

　こうして外を自由に歩けているのも第一王子として正式に発表されたのだろうか。王太子として認められたのだろうか。

　もう彼のことは何もわからないのに、どこか疲れ、窶れたような顔つきに心配が募る。

　ノアールにとっては大事な時期なのに、私がそれを邪魔してるんだ。

　心苦しくて、みっともなくて、それでも仄暗い喜びを覚える私はなんて最低な人間だろう。

　会いたくないのに会いたかった。

　見つかりたくなかったのに、見つけてもらいたくて仕方ない。

　今だって、ほら。

　彼の視線が窓越しに合わさったことに、痛いほど胸が締め付けられる。

　ああ、目を見張る彼の紅い瞳がなんと美しいことか。

「やっべえ、バレた！」

「いかん、嫉妬に狂った男ほど面倒なものはないぞ」

　途端、ガタガタと地震が起きたかのように施設全体が大きく揺れる。

　外の景色は一切揺れておらず、これが自然災害ではないことはすぐにわかった。

　ノアールが、怒っている。

　魔力暴走を起こしかけている。

「ちょっとそこの二人！　何やってるのかな!?」

「クイン、何やってんだ！」

「それはこっちのセリフ！　絶対あの人勘違いしてるからね!?」

　外でノアールと話をしていたクインが慌てて中に戻ってくる。

　それに続いて、バンッと扉が勝手に開いて出てきたのは怖い顔をしたノアールだ。

「……シルヴィア」

「ノアール……」

　他に目もくれず真っ直ぐこちらに向かってくるノアールは近くで見ると余計に窶れて見える。

　唇は乾き、眉間には皺、目の下には隈が。あれほど艶やかになった黒髪も荒れていて、長い前髪が目にかかって鬱陶しそうだ。

　初めて会った頃のノアールに戻ったかのようで思わず伸ばした手を引っ込める。

　溢れた魔力を受け取るのは、彼の器は、もう私じゃない。

「君は……ロシュ・マゼンタだな。シルヴィアを離してくれ」

「あんたになんの権限があって俺に指図してんだ」

「カラリア国の王太子として命じている」

「王太子……」

　もう既に任命されていたのかと驚く私をロシュが離して遠ざかる。

　揺れは収まったものの、ノアールがいる場所がじわじわと黒く染まっている。

　彼が身に纏っているものに白は無く、本物のヒロインもここにはいない。

　不安に駆られる私をよそに、ノアールは私の髪を見ていた。

　光の三原色で白銀へと戻りつつある髪を。

「君は……俺を捨てて、こんな所にいたんだな」

「捨てて、なんて……」

「じゃあ、どうして俺の前から姿を消した？　俺から逃げたりしたんだ」

　淡々と、まるで尋問かのように抑揚のないノアールの話し方に胸が騒ぐ。

　二人きりで過ごした頃とはもう違うのだと思い知る。

「それは……本物の、白の器が見つかったから……」

「だからもう俺なんて救わなくていいと、ここに来たのか？　俺よりも彼らを選んだのか？」

「……っ」

「シルヴィアはもう、俺が、いらなくなった？」

「ちがっ……！」

　無意識に伏せていた顔を上げれば、暗く澱んだ彼の瞳と目が合った。

　責められるべきは私なのに、どうしてノアールが悲しんでいるのかわからない。

　いらなくなったのだって、ノアールじゃなくて私の方だ。

　私が偽物だから。不出来な器だから。本物が見つかった今、求められるのは私じゃない。

　私は、ノアールに相応しくない。

「……私はずっとノアールを騙していたの。本物のあの子と……セフィ・ブランシュと結ばれる運命を、私が捻じ曲げてしまっただけ。だから……どうか、私を忘れて彼女と幸せになってください」

「……シル、ヴィア……」

「本当に、申し訳ありません、王太子殿下」

　頭を下げるだけで許されるなんて思ってない。

　王都で罰を受け、処刑されても甘んじてそれを受け入れるべきだと、そう思っていた私の耳に誰かの呻き声が届く。

　見遣った先で、ブラウが苦しげに胸を抑えている。

「っ、ブラウ!?」

「シルヴィー、すまない……黒の魔力に当てられて、魔力暴走を起こしかけているようだ……」

「くそ、今度はブラウかよ……っ」

「早くあの部屋に向かおう。シルヴィアちゃん、頼めるかい？」

「ええ、わかっ」

　わかったと、駆け寄ろうとした私の手が後ろから引かれる。

　それができるのは一人しかいない。

　振り向いた瞬間、苦痛に歪んだノアールの表情に目を見張った。

「いやだ、行かないでくれ、シルヴィア……っ！」

　空間が歪む。黒に呑み込まれる。

　これがノアールの転移魔法だと気付いた時にはもう静止も間に合わない。

　このままじゃブラウは、と咄嗟に見た彼は苦しげな様子もなく愉快そうに手を振っていた。

　ブラウがスパンッとロシュに思い切り叩かれていたのを最後に、視界は暗転した。
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　ひゅうひゅうと外で吹雪く音がする。

　ここでの暮らしの中でいつしかこの音が子守唄になるなんて思ってもいなかった。

　雪山の館。王城でも、処刑場でもない行き先に驚きよりも安心感が先にある。

　景色も、思い出も、何一つノアールと二人きりで過ごした日々と変わらない。

　ただ、私とノアールの立場が変わったこと以外は。

「ノアール……どうして、こんな無茶をしたの……？」

　転移魔法は高難易度な魔法だ。

　通常なら床に刻まれた魔法陣を使って決まった場所に移動するものを、無理に自分を軸にしてここまで転移したのだ。

　それも二人も移転させたあたり、黒の魔力でもなければ不可能だっただろう。

　本調子ならまだしも、ノアールはあの時既に魔力暴走を起こしかけていた。

　そんな状態で転移魔法を使ってしまえば、着いた瞬間倒れてしまうのも頷ける。

　苦しげに荒い呼吸を繰り返すノアールをなんとかベッドまで運び、せめても手を繋いで寄り添う。

　再び黒く染まっていく自分の髪に、安堵感すら覚えていた。

「ごめんなさい……少しでも落ち着いたら、すぐに本物の白の器を……セフィ・ブランシュを連れてくるから……」

　だからそれまでは私で我慢してほしい。

　苦痛に魘され、汗が滲むノアールの額を白いタオルで拭けば一瞬で黒く染め上がる。

　クインの時とは桁違いの魔力が漏れ出ていて、いくら館の中にある白い物をかき集めたとしても間に合わない。

　ここの周りが白で囲まれた雪山でもなければとっくに手に負えない状況になっていただろう。

　そう思うとあの時ブラウがした判断はある意味正しかったのかもしれないが、やり方が心臓に悪い。

「ブラウも、無事だといいけど」

　ブラウの魔力暴走はきっと演技だろう。

　わざと私の意識を自分に向けさせることで、ノアールを煽ったに違いない。

　ロシュに殴られていたのもそのせいだと思い出してくすりと微笑む余裕ができるのも、辛い時期を支えてくれた彼らのおかげだ。

　三人には本当に頭が上がらないな、なんて家族のような温かさを噛み締める。

「俺の前で、他の男の名前を口にするな」

　低く苛立つ声にハッとノアールの顔を覗き込んだ。

　額に汗を滲ませ、怒っているようで縋るような彼の目つきに余裕はない。

　それでも目が覚めてくれたことに安堵して起き上がろうとする彼の体を支える。

「ノアール！　大丈夫……」

「シルヴィア……君は、俺だけの……ぐっ、ぅ」

「っ、待ってて、すぐにセフィ・ブランシュを呼んでくるわ……！」

「だめだ……行くな、シルヴィア……」

「離して、ノアール！　本物の白の器がいないと、このままじゃあなたは……っ」

　どうにかして本物のヒロインを連れてこなければ、ノアールの命は危ない。

　さっきまで彼の手を握っていたのは私だったのに、今はノアールが私の手を掴んで離さない。

　ノアールが意識を取り戻し、少しでも魔力を制御できる今がチャンスなのに、何もできない自分に腹が立つ。

　私のせいで、ノアールを死なせてしまう。そんなの絶対に許せない。

　力づくで振り解こうとして、思わず彼の手に爪を立てる。ガリっ、と生々しい感触に息を呑んだ。

「あ……っ、ごめ、なさ……っ」

　痛いだろうに、血が、流れているのに、ノアールの手はそれでも離れない。

　力が抜けた私を引っ張り、ベッドに横たわる彼の上にどさりと重なる。

　いつも温かな彼の体温は異様に冷え切っていた。

「お願いだから、どこにも行かないでくれ。俺の器は、君だけだ、シルヴィア」

「違う、違うわ、だって……」

「何も違わない。俺を受け入れてくれるのは、シルヴィア以外誰もいない。君だけなんだよ、シルヴィア」

「セフィ・ブランシュがいるじゃない……」

　あのメイドが、ノアールの手に触れただけで一瞬で魔力を受け取った光景は今でも目に焼き付いている。

　あれが本物の力だ。こうして触れ合っていても、彼を苦しみから救えない私と違って、彼女なら一瞬で助けられる。

　私じゃない、本物のヒロインなら、きっとノアールを幸せにできる。

「あんなにも、吐き気がしたのに？」

「……え？」

「あんなの器でもなんでもない。ただの吸引だ。勝手に魔力を吸われて、気持ち悪くてすぐに返してもらったよ」

「え、いや、でも、本物のヒロインはあの子で……」

「シルヴィアがいい。シルヴィアじゃないと嫌だ。シルヴィアじゃないと、ダメなのに……君は、俺以外でも、構わないんだな」

　熱が籠った紅い瞳が暗い影を落とす。

　騙していたことを憎んでいると思っていた。嫌われたと、恨まれていると、そう思って逃げてきた。

　なのに、彼が私の頬を撫でる手付きは変わらない。私を呼ぶ声も、腰を引き寄せる力強い腕も、吐息すら感じるこの距離も同じで。

　ぽたりと、涙が零れた。

「私で、いいの……？」

「シルヴィアがいいんだ」

「だって、私は、ヒロインじゃなかったのに……？」

「何を言ってるんだ。俺にとっては君がヒロインなのに」

「刷り込みとかじゃ、ない？　誰が相手でもそう思ったんじゃ……」

「たとえ刷り込みでも、俺はシルヴィアに救われて、恋を知った。愛というのがどんなものかを覚えたんだ。この事実は変わらない」

「っ、……っ、でも……」

「うん、なんでも言って。そのたびに、シルヴィアだけだと認めさせるから」

　すり、と首筋に頭を寄せられ、黒く染まっていく私の髪を何度も撫でられる。

　本当に、私でいいのだろうか。

　騙されて、白の器だと偽って近付いた私で、偽物の私で、彼は幸せになれるのだろうか。

　不安は消えないのに、嬉しくて堪らない。

　私に縋る彼が愛しくて堪らない。

　私でいいのだと、勘違いしてしまうほどに。

「だから最後に……君がほしい、シルヴィア」

「ノアー、ル……？」

　ちゅう、と首筋を吸い上げられて小さな痛みにハッと我に返る。

　いつもなら触れ合った場所から体温を分かち合って温まるはずなのに、ノアールの体は冷たく冷え切ったまま変わらない。

　それにゾッと背筋に悪寒が走った。

　黒いベッドのシーツは元々真っ白だったはずだ。家具も、何もかも、白が黒へと変わっている。

　ノアールの体から溢れる魔力の量が尋常じゃない。

　この雪山ですら、黒く染めてしまうかもしれないほどに。

「ノアール、いやっ、このままじゃあなたは……っ！」

「ああ、死ぬかもしれないな。安心してくれ、魔力暴走が起きる前に自決すると誓おう。そうすれば、被害は最小限に抑えられるだろう」

「馬鹿言わないで！　すぐにセフィを連れてくるわ！　だからそれまで……っ」

「転移魔法を使うのなら、戻って来れないようにする」

「な……っ！」

「君が逃げられるように、こちらから一度だけ使えるように魔法陣は残している。だがもうここには戻すつもりはない。最期の瞬間に、君を巻き込みたくはないからな」

　そう言って苦しげに微笑む彼をどうして責められようか。

　考え直せと、大丈夫だからと、何一つ言葉は出ない代わりに、涙だけが溢れてやまない。

　この人はどこまでも哀しくて、優しい人だ。

　いつだって他人を守るために自分を傷付けて、一人きりで責任を抱えて生きてきた。

　そんなノアールが、無理をしてでも私を探してくれていた。

　他の誰でもなく、自分だけを選んでくれと苦しんでいた。

　全てを諦めた彼の執着の先は、私だけだ。

　私だけなんだ。

「今だけでいい。結婚しよう、シルヴィア」

「……未亡人になるのは嫌よ」

「君を残して死ぬのは、それこそ嫉妬に狂いそうだな」

　そう言いながら、本当に危ない時はきっと私を転移魔法で安全な場所に送るに違いない。

　そういう人なのだ、ノアールは。

　だからこそ、私は好きになった。心から愛してしまったのだ。

　私は、私ができることをやり遂げる。

　この命を賭けてでも。

「私だって、ノアールがいなくなった世界で生きていけないわ。あなたのことを、愛しているもの」

　彼の魔力も、苦しみも、痛みも、全部奪うようにキスをする。

　乾いた彼の唇を舐めて、冷たい舌先を絡め取る。

　たとえこの身がどうなろうとも最後まで体を重ねれば、助かる可能性はゼロじゃない。

　あまりの魔力の濃さに目が眩みそうになりながらもそれを紛らわすほどの快感を手繰り寄せる。

　唇を離せば彼の口から溢れる吐息は熱く、嬉しくなって何度ももう一度を繰り返した。

　そうしていくうちに腰が揺れて二人の服が乱れていく。

　じんと濡れた場所が服の上から擦れ合ってもどかしい。

「ん、ぁ……ノア、……ひぅっ」

「はぁ……っ気持ちいいよ、シルヴィア」

「私も、ぁ、ん……っふぁ……！」

　ゆっくりと解している暇なんてきっとないのに、まるで最後のひと時を過ごすかのようにノアールの手付きは慎重だ。

　燃えるような紅い瞳に全てを焼き付けるように私から目を離さない彼に焦れて続きをせがむのが恥ずかしい。

　早く繋がりたいのは私だけだと言われているようで、このまま私を処女のまま置いていくつもりなのかと怖くなって、はらはらと溢れる涙が止まらない。

　ノアールはそんな私の濡れた頬を手のひらで優しく拭うだけだ。

「どうした？　怖くなったか？」

「そうじゃ、なくて……もっと、私を……っ」

「ん？」

「私のこと、もっとほしがって……！」

　駄々を捏ねていることはわかっている。

　だけど寂しくなったんだ。哀しくて、虚しくて、切なくなった。

　本当はノアールに生きる気力はもう無くなってしまったのかと怖くなった。

　このまま消えてしまうんじゃないかと彼の呼吸を確かめるように口付ける。

　体を動かしたただけで彼の硬く猛ったものが肌を擦るのに、なんでもないふりをするノアールが焦ったくて仕方ない。

　もっと、我を忘れるほどに私を求めてほしい。

　生にしがみついてほしい。

「……君は、俺の気も知らないで……」

　ぽつりと、ノアールが呟く。

　様子を窺う私の腰を掴んだかと思うとぐるりと視点が回って、ベッドに横たわる私の上にノアールが覆い被さる。

　すっかり黒に染まった私の髪が、黒いシーツに溶けてしまいそうに見えた。

「あまり、煽らないでくれ。ただでさえめちゃくちゃにしてしまいそうなのに、歯止めが利かなくなったらどうする」

「そうしてほしいから、言ってるのに」

「シルヴィアは俺がどんなに君を好きかわかってない。生存本能がどれほど君を孕ませてやりたいか、わかってないだけだ」

「ノアールだってわかってないわ」

　どれほど私がノアールを愛しているかわかっているなら躊躇なんてしていられないはずだ。

　壊れるほど、私を愛してくれたって構わないのに。こんな時に理性も我慢も必要ない。

「何もかも忘れて、私だけを愛して、ノアール」

「っ、シルヴィア……」

「もう、寂しいのは嫌なの」

　彼の体を引き寄せて、私の一番柔い所を擦り寄せる。

　喉を鳴らし、熱い吐息を溢したノアールの眼差しに燃えるような火がついた。

「っくそ……！　優しくしたかったのに、もう止められないぞ……っ」

「止めなくていいっ、だから、お願い、ノアール……私をあなたのものにして……？」

「ああっ、シルヴィア……っ！」

　まるで飢えた獣が餌にかぶりつくように彼の手が服を脱がし、無防備な胸へと舌を這わせる。

　冷たいのに痺れるように熱くて腰が震える。お腹の奥がじくじくと疼いて仕方ない。

　舐めてもいない股の間からとめどなく蜜が溢れているのを、足を擦り合わせた音で悟られる。

　誘われるように彼の頭が下へと下りていくのを、期待に満ちた視線で眺めることしかできない。

「どこもかしこも、甘くて綺麗だ……ここも、すっかり熟れてるな」

「ん、あぁ……っ、触って、ぁっ、ふぅ……っ」

「俺の指に、吸い付いてくる……きゅうきゅうして、健気に魔力を貰ってくれているのか？」

「ああっ、ん、息が、かかって、くすぐったぁ……っひ、ぅ」

　ノアールが話すたびに吐息が蜜壺に降り注いでゾクゾクする。

　濡れそぼった膣に彼の指が触れて、中を覗くように開かれるとあまりの恥ずかしさにかぶりを振った。

　それに合わせてはらはらと零れ落ちる涙は彼の興奮を煽るようだ。

　私の反応を見ながら突き入れられた指が中を擦る。

　ぷくりと突起した場所も一緒に彼の長くて骨張った指の腹で押し潰されて、か細い悲鳴のような喘ぎ声が溢れた。

「可愛い……もっとぐちゃぐちゃにしたい……俺の跡を刻んで、俺だけしか受け入れられないように、誰の色にも染まらないようにしたい……っ！」

「ぁ、ノ、ア……っん、ああっ、は、ぁ……ッ」

　バラバラに中で指を動かされ、滴り落ちる愛液は彼の舌で受け止められる。

　まるで甘美な果実でも食べているように堪能し、味わい尽くす舌の動きにビクビクと腰が跳ねて絶頂が止まない。

　こんなの、気持ちよすぎる。気が遠くなるほどの快感に責め立てられる。

　まるで骨の髄まで食べられそうな気がして、彼の腹が膨れるならそれでもいいと思ってしまった。

　気を抜けばすぐにでも飛んでいきそうな感覚に必死で彼の肩や頭に縋り付く。

　どこにも行きたくない。死ぬまでずっと一緒がいい。

　それだけしかもうろくに考えられない。

　いつの間にか雪が降る外の景色も曇って見えないほどに熱が籠った部屋で、二人きりの快楽に溺れる。

　彼の体が冷たいのか、それとも私の体が熱すぎるのか、もうどちらかもわからない。

「シルヴィア」

「ぁ……っ」

　ようやく私の恥部から顔を上げたノアールが愛液で濡れた口元を指で拭う。

　気持ちいいのと恥ずかしいのが混ざり合った心地でそれを見上げながら、指よりも太く、舌よりも硬いものがそこに押し当てられた感覚に心臓が大きく跳ねた。

「挿れる、からな」

　いいんだな、と彼の目が物語る。

　それにこくりと頷けば、ぐうっと腰が引き寄せられ、強く掴まれた肌に彼の指が沈む。

　その痛さよりも強く、引き裂かれるほどの痛みが脳天へと走り抜けた。

「っ、っ……ぁ、あ……」

「シルヴィア……っ、逃げるな、ぁ、ぐ……っ」

「ひ、ぅ、あーーっ……！」

　あまりの刺激にシーツを蹴ってよがる私をベッドに強く押し付けるようにノアールは逃さない。

　ゆっくりと、けれど杭を打つほど深く突き刺して私の自由を奪う彼の呼吸は獰猛な獣のように荒い。

　このままぺろりと食べられてしまいそうだ。

「ぐ、ぅ……っ狭くて、熱い……っ、すま、ない……俺だけが、こんなにも、気持ちいいなんて……っ」

「っ、ぁ、きも、ちい……？」

　彼の下にいる私を気遣うようにベッドに腕をついて押し潰さないでくれているノアールを薄く目を開けて見上げる。

　額に滲んだ汗が雫となって彼の顎へと伝っていく。

　ぽたりと私の頬に落ちて、それがまるで涙のように見えた。

「ああ、もう、果ててしまいそうだ……」

　感極まったようなノアールの甘く艶のある声にじわりと嬉しさが込み上げる。

　彼が私のナカにいる。気持ちよくなってくれている。

　その事実が脳を痺れさせ、痛みが快感へと書き換わる。

　愛おしいと、胎の中にいる彼を抱き締めるように、きゅうと締め付けた。

「っん……はぁ、シルヴィア……っ？」

「可愛い、ノアール」

「ぅ……っ、ぁ」

「もっと、気持ちよくなって」

「〜〜っ、はぁ……っ」

　ぶるっと彼の腰が震える。ナカで太く猛っている。

　その度にバチバチと思考は快感の波に攫われて戻らない。

　どちゅっ、と。押し潰されるように奥を抉る律動が始まった。

「ぁ、いっ、奥っ、届いて……っ、ん、あーーっ」

「可愛いのは、どっちだ……っ！　こんなに乱れて、俺を、かき乱して……っ」

「はぁ、ぁ、あっ、ノア、ノアール……っ」

「好きだ、愛してる、君しかいらない……！　君だけでいい……っ」

「は、げしっ、ぅ、あっ、あああッ」

「シルヴィア、シルヴィア……っ」

　奥を突いて、何度も押し上げられて、いつしか気持ちよさを覚えた体は貪欲に覚えたての快感を拾い集める。

　こんなにも欲に塗れた行為が気持ちいいなんて知らなかった。

　好きな人と一つになることがこれほどに満たされるなんて、思いもよらなかった。

「ぅ、あっ、あーっ、も、くる、きちゃうっ」

「はぁ、んっ、奥で、出す……っ、あー、出る、イく……っ！」

　抽送は重く激しくなる。絶え間なく肌と肌がぶつかる音が鳴り響いて、やがて奥にぐぐっと押し付けるように腰が止まった。

「ひぅっ、〜〜っ、……ぁ、……っ、！」

「はぁ……っ、は……」

　びゅるっとナカで出された精子を迎えるように、同時に達した腰が跳ねる。

　あまりの気持ちよさにくらくらと眩暈がする。

　そんな私に労わるような口付けを落とし、ノアールがずるりと腰を引く。

　その刺激にすら反応する私をよそに、彼は荒い呼吸を止めるようにひゅっと息を呑んだ。

「ノアー、ル……？」

　青褪めた彼の視線の先。

　私の膣から溢れるどす黒い精液の色に、ドクンと心臓が嫌な音を鳴らす。

　白濁とは言えない、黒く変色した精液から目が離せない。

「ぁ、あ……っ、こんな、俺は、シルヴィアになんてことを……っ」

「っ……ノアール、私は大丈夫、大丈夫だから、落ち着いて」

「こんなの、汚いっ……最低だ、どこまで俺は君を穢せば気が済むんだ……もういやだ、こんなこと、人間ができることじゃない……！」

「ノアール……！　私の声を聞いて、お願い……！」

「俺はもう、化け物だ」

　乱れた服のまま、よろりと立ち上がるノアールを引き止めようとしても、疲れた体は咄嗟にうまく動いてくれない。

　さっきまであんなにも興奮し、昂った体温は熱を失って急激に冷えていく。

　止めないと。ノアールがどこかに行ってしまう。私を置いて、いってしまう。

「待って、ノアール……ノアールぅ……っ」

　バランスを崩した体がベッドの下に転がる。痛みに目をくれずノアールを見上げた先に、彼はいない。

　ただ転々と黒の魔力が彼の足跡を染めるだけで、見たかった彼の笑顔も、聞きたかった彼の声も、もうどこにもない。

　だらりと太腿に伝う黒い精液だけが、取り残された私に時間の進みを教えてくれていた。







第九章








　ノアールが雪山の館からいなくなった。

　その現実から目を背けているわけにはいかない。

　探しに行かなければと、そう思うのに、今の私が行って何ができるのかという不安に阻まれる。

　歪な器の私はノアールと体を繋げることが一番器としての効果が発揮されると信じていた。

　なのに、結果はこれだ。

　やっぱり偽物の私じゃ彼を救えないのかと泣くのは諦めることと同じだ。

　何か手はないか考えなければ。

　ノアールを救えるのは、幸せにできるのは、ここにいる私しかいないのだから。

「この館に代々黒の魔力を持つ王族が保護されているのも、雪だけじゃない理由があるはずよ……そうじゃないと、いつまでもこの慣習が続くとは思えない」

　白の魔力の持ち主が現れるのを待っているだけでここまで王族が長らえてきたとは思えない。

　ノアールが気付かなかっただけで、魔力暴走を抑える方法が残されている可能性はきっとある。

　それを見つけない限り、ノアールに会えばもっと彼を動転させるだけだろう。

「早く見つけないと、ノアールは……っ」

　おそらく彼は雪が降り続く外にいる。

　黒に染まる足跡を追いかければ彼は見つかるだろうが、自死を選んでしまったらもう助けることは不可能だ。

　絶対にそれだけはさせない。たとえ、私の体が骨まで黒く染まったとしても、必ずノアールだけはハッピーエンドに導いてみせる。

　その一心で手当たり次第に館の中でヒントを探し続ける。

　焦りと不安で何度も手元を誤って傷付けた指先から血が滲む。

　こんな傷より、ノアールの心はもっと深く傷付いたはずだ。

　私があの時、気の利いた一言でも言えていれば。なんでもないと、ノアールは悪くないと、言えていれば。

　今頃は朝まで一緒にベッドで温もり合っていたかと思うと、ぽろりと涙が溢れる。

　視界が滲む中、ふと目についた物を手探りに引き出す。

「これ……日記？」

　いかにも王族の女性が使っていただろう部屋の中を探していれば、化粧台の引き出しに日記が入っているのを見つける。

　申し訳なく思いつつもページを捲ると、数十年前にノアールと同じように黒の魔力を持ちながらこの館で一人過ごした女性の日記のようだ。

　全てに目を通している時間はなくパラパラと見ていくたびに日々の退屈さや恋がしたかったと綴られる寂しさに胸が痛くなる。

　けれどその内容がある日を境に変わっていく。

　白の魔力の持ち主が、彼女の前に現れたのだ。

『こんな体で、好きになってもいいのかしら』

『あの人が私のことを好きだと言ってくれたわ。私だけを愛していると。嬉しい。私にも恋ができるなんて、夢みたい！』

『彼が結婚しようと言ってくれたわ！　幸せって、こういう気持ちなのね』

　喜びや希望に満ちた言葉の数々は長く続かない。

　ページを捲る手が、ずしりと重くなった。

『魔力暴走を抑えられても、病気ならどうしようもないわね。あの人にも、申し訳ないことをしたわ』

　結局は、彼女は二十歳という若さで病気で亡くなってしまったようだ。

　最後に日記にはこう書かれていた。

『あの人が魔力を込めて編んだウエディングドレスは次にここに来るであろう子供たちのために遺します。どうか、心から愛する人と、幸せに生きられますように』

　クローゼットの中、大事に仕舞われた箱を取り出す。

　白い物は見当たらないほど黒く染まった館で唯一、箱の中身だけは白く美しいまま輝いていた。




　黒く染まったノアールの足跡を追いかけるのはこれで二度目だ。

　あの時とは違ってまるで黒いバージンロードのように黒い道になってしまっているが、この先に彼がいると思えば怖くはない。

　ただ、勢いで外に飛び出した私の体力と凍傷が心配だなぁと苦笑する。

　ノアールだって、きっと同じだ。

　はだけたシャツのまま、上着もまともに着ずに飛び出した彼を思うと早く二人で温め合いたい。

　それで今度こそ、抱き合って穏やかな心地のまま眠りにつきたい。

「ノアール」

　一面の銀世界を染める黒。

　その中心で、彼は黒い雪の上に倒れている。

　顔は白く、唇は紫色で、前に洞穴で見つけた時よりも状況は悪い。

　すぐに手を伸ばして彼の体を抱き起こせば、虚な目が私を見上げる。

「天使……？」

「私が、天使に見える？」

「ああ、だって、真っ白だ」

　真っ白なウエディングドレスに、真っ白なレース。

　ふんわりと足元にかけて広がるラインは雪を引きずってしっとりと濡れて重くなっているものの、彼には気付かれなかったようだ。

　大きく肩を出して、腰の辺りには羽根のような真っ白なリボンが付いているので見ようによっては天使に見えなくもないかもしれない。

　雪山でなんて恰好をしてるんだと自分でもそう思うが、ノアールのことを思うあまり必死だったのだ。

　だから、早く帰ろう。

　二人で温かいシチューでも食べよう。

　生きて、一緒に、幸せになろう。

「私と、結婚してくれるんでしょう？」

「シルヴィ、ア……」

「私を、置いて逝かないで。ずっと一緒にいてくれないと、嫌よ」

「……うん、そうだな」

「ノアール、愛してるわ」

「ああ、俺も……愛してる、シルヴィア」

　そっと、冷たく氷のような彼の唇にキスをする。

　その瞬間、パァッと眩い光に包まれて、温かな魔法に覆われているような感覚に目を瞬く。

　『寒がりの彼女が温かく過ごせますように』

　保温魔法が二人を優しく包み込む。

　『怪我もなく、体調も万全に終えますように』

　手足の痺れるような痛みも消え、抱き寄せたノアールの震えも止まっている。

　『そして僕の隣で、幸せだと笑ってくれていますように』

　黒の魔力と白の魔力が溶けるように混じり合う。

　ああ、これは、このウエディングドレスを作った白の魔力の持ち主の願いだ。

　彼もまた、彼女を深く愛していた。幸せを祈っていた。

　彼らの想いを無駄にはしない。二人であの館に帰るんだ。

「帰ろう、ノアール」

　ゆっくりと、ノアールの体を引きずるように抱えて歩き出す。

　空から降る雪はいつしか白でも黒でもなく、黒銀色に染まっている。

　その雪は不思議と温かで、じわりと溶けては消えていく。

　辛くても、どんなに苦しくても、もうこの手を離さない。

　続く道は白でも黒でもなく、まるで天の川のように輝いていた。

「帰ったらシチューでも食べようか」

「君が作ってくれるなら、なんでも食べたい」

「今度はビーフシチューがいいって言わないのね」

　初めて会った時から随分と態度が変わったものだ。

　くすくすと笑みを溢せば、ノアールも懐かしそうに小さく笑う。

　体温を分かち合いながらゆっくりと歩みを進め、時間をかけてようやく辿り着いた館でシチューを作るでもなく彼と抱き合う。

　それが一番体を温めるのに効果的だと言わんばかりになだれ込んだ私のベッドの上で深く口付け合えば、少しでも死の気配から遠ざかる気がした。

「ふ、ぁ……っノアール……ぁんっ」

「君はすごいな、シルヴィア……俺がどんなに触れても、君は君でいてくれている。本当に、俺を救いに来た天使のようだ」

　真っ白なウエディングドレスは黒の魔力に染まらず美しく輝いている。

　それがどれほど彼の心を救い、拠り所となっているか。

　これを作った白の器の彼も、後世に遺してくれた黒の王族の女性も、きっと喜んでくれているだろう。

「『愛しいシヴィオラへ贈る。君だけを愛するロアンより』」

「ん？」

「このウエディングドレスを作った人の手紙よ。私とノアールのように、この館で愛を育んだ二人が、このドレスを遺してくれていたの」

　残念ながら二人が長く寄り添うことはできなかったけれど、どうか最期まで幸せだったことを祈ろう。

　ノアールはそれを聞いて何か思い出したようだ。

　複雑そうに私が着たウエディングドレスを見つめている。

「シヴィオラといえば、俺の大叔母様だ。若くして亡くなったと聞いたが……そうか、俺と同じようにこの館で過ごしていたんだな……」

「シヴィオラとロアン、なんだか名前まで私たちと少し似ているわね」

「……じゃあ君は、他の男が送ったウエディングドレスを着てるのか」

　むすりと拗ねた彼の様子に目を瞬く。

　まさか今の流れでそんなことを気にするなんて思わなかった。

　初めて愛を知った男の心はよほど狭量らしい。

　ぷっ、と思わず吹き出せば、じとりと恨めしそうにノアールが私を見つめる。

「何も笑わなくてもいいだろう……」

「だって私の旦那様があまりにも可愛いのだもの」

「妻が着るウエディングドレスは、俺が選びたい」

「あら、これは手編みらしいわよ」

「……努力しよう」

　さすがに手作りは意地悪が過ぎただろうか。

　難しい顔をするノアールがますます可愛くて頭を撫でれば、猫のように擦り寄る。

　本当に可愛い人だ。愛しくて、大事な人。

　死ぬまで傍で支えたい人。

　彼が顔を動かし、私の掌に口付ける。

　手首に、指に、爪先に。キスを贈る彼の眼差しはじりじりと欲に燃えているようだ。

　この時ばかりは可愛いというよりかっこいいという言葉が似合う。

「今はこのドレスの加護に頼らせてもらうが、必ず俺が君に一番似合うウエディングドレスを贈ると誓うよ」

「ええ、期待してるわね」

　ノアールのことだ。それはもう頑張ってくれるに違いない。

　楽しみに胸を躍らせていれば、すっかり熱を持った彼の昂りが押し当てられる。

　彼には愛の囁き方だけでなく、セックスの誘い方も教えた方がよさそうだ。

　これはこれで可愛くはあるのだけれど。

「シルヴィア……いい、か？」

　さっきのことがまだ頭に残っているのだろう、こうして抱き合っていても彼の手は震えて遠慮がちだ。

　少しでも私が嫌な素振りを見せたらまた離れて行ってしまいそうで、そんな彼を今度は私がベッドに押し倒す。

　下敷きとなったノアールは無防備に私を見上げている。

「ノアールこそ、もう逃げちゃ嫌よ」

「っ、それ、は……っん」

「しー……じっとして。ウエディングドレスは脱がしちゃダメよ」

　ウエディングドレスのフレアが彼の上に広がっているため、手探りで彼のものを寛げる。

　まだ彼の形を覚えている中はすぐにでも受け入れられそうで、後は私が支えて腰を下ろせばいいだけだ。

　視覚的には互いに服を着たままなのに、ぐちゅりとドレスの下では彼のものを呑み込んでいるなんてひどくいやらしい。

　ノアールの手が縋るように私の腰を掴む。

　強く引き寄せたいだろうに、私のペースで沈み込むのを待ってくれている姿がとてもいじらしくて、前屈みになってキスをする。

　その拍子にずぶずぶと奥までうまく挿れられたようで、じんと痺れる快感に目が眩む。

　ノアールもふるりと腰を震わせ、瞳を蕩けさせてナカの熱さに酔いしれているようだ。

「ああ……シルヴィア、もう……っ」

「んっ……はぁ、ノアールは動かないでね、ぁっ、私が、するから……」

「っく、ぅ……ぐぅ……っ」

　焦ったいだろうが、私が望んでノアールと繋がりたいのだとわかってもらわなければ、ノアールはいつまで経っても私に遠慮するだろう。

　魔力暴走を鎮めるためだけじゃない。

　私はノアールと一つになりたいからしているのだと、愛しているから重なりたいのだと、きちんとわかってもらわなければ。

　また青い顔で逃げられたらさすがに私でも心が折れる。

　ゆるゆると腰を揺らしていいところに押し当てる。跳ねて、腰を回してを繰り返す。

　要領が掴めたら後は快感のままに彼の上で喘ぐだけだ。

　喉を反らし、チカチカと視界が白く飛んでいたから彼がどんな反応をしているか見るのを忘れていた。

　セックスは一人でするものじゃないのだと、思い出した時にはもう遅い。

「……ヴィア……シル、ヴィア……シルヴィア……ッッ」

「んぅっ、ふ、ぅ、ノアール……？」

「もう、我慢できない……っ!!」

「ぁ、え？」

　ごちゅんっ、と。奥まで突き上げられた腰に目を見張る。

　子宮を持ち上げるような刺激に息をつく間もなくパンッパンッと肌がぶつかり合う音がドレスの中で響く。

　痛いほど私の腰を掴む手から逃れるすべはなく、ただベッドのスプリングに合わせてギシギシと上下に跳ねることしかできない。

　ブレた視界でノアールが必死に歯を噛み締め、唸り声を上げて私の奥を突き上げているのが見える。

　その顔に余裕も遠慮も見当たらない。ただ気持ちよくなるためだけに腰を振っている様に、キュンキュンと私のナカが悦んでいる。

　孕まされたいと、種付けされたいと、彼の昂りを締め付けて今か今かと精液が吐き出されるのを待っている。

　それが黒でも、白でも、もうどっちでもいい。ノアールのものならなんでもいい。

　だから、どうかこのまま。

「あっ、ぁっ、ふっ、ぅん……っあ、ノア、ノアールっ、イく、イっちゃうぅ……っ！」

「ぅ、あっ、俺も、もうっ……！」

　律動が早く激しくなって彼の上から崩れ落ちそうになる。

　気付いたノアールが私の体をしっかりと抱き寄せてキスをねだる。

　絡み合う舌は唾液も舐めとるほど繊細なのに、ドレスの下はびしょ濡れになるほど愛し合っている。

　気持ちよくて、どうにかなりそうで、それでもノアールと一緒なら何も怖いことはない。

「好きだ、愛してる、シルヴィア……っ、俺だけの、愛しい人……っ！」

「私もっ、大好きっ、愛してるわ、ノアール」

　見つめ合って、深く口付けながらついに二人で高みに昇り詰める。

　びゅるりとナカで吐き出されたものでじわりと子宮が熱くなって、荒い呼吸を繰り返しながらびくびくと跳ねる腰が収まるのを待つ。

　その間も絡み合う舌が甘くて、気持ちよさに吐息を溢せばノアールの喉がぐうっと唸った。

　そしてぐるりと視界が回り、今度は私がノアールに押し倒されている体勢に変わる。

　見上げる彼の眼差しはまだ足りないと言うようにギラついている。

「シルヴィアッ……もっと……！」

「んっ、ぁ、はぁ……ッ、ノァ、んっ、ふぅ……っ」

　覆い被さってきた彼の体に押し潰されて苦しいのに、気遣う余裕もないノアールが猛ったままの先端を押し当てる。

　ナカで出された精液を潤滑剤にして、一気に奥まで挿入されて息が詰まる。

　悲鳴に似た嬌声すらノアールを煽る材料でしかない。

　限界まで開かされた足がぶらりと宙に浮く。

　ばちゅんっと、激しい律動で体が上にずり上がった。

「っは、ぁ、くっ……どこにも、行かないでくれっ、ずっと、俺の傍にいて……！　シルヴィアっ、ぅ、ぁ……っ！」

「ぅんっ、ぁ……っノアール、行かないっ、からっ、ゆっくり、ッ、っぁ……っぅ、あーっ！」

「いやだ、シルヴィアっ、う、はぁっ……俺のものだっ、俺の……っく、ア……ッ！」

　どちゅっ、ぐちゅっと叩きつけるように肌がぶつかる音がする。

　無我夢中で腰を振るノアールに私の声は届いていないのだろう。

　必死になって私にしがみつく彼が愛しくて、可愛くて、きゅうとナカを締め付けては彼の呻き声を耳元で聞く。

　逃げて、逃げられて。お互いに離れてしまうことがあっても、こうして繋がっている。

　ヒロインじゃなくても、本物の白の器じゃなくても、私はノアールのもので、ノアールもまた私のものだ。

　他の誰にも譲らない。私だけのヒーローを強く抱き寄せれば、ノアールが興奮したように息を呑む。

　唇を奪うように口付けられて、一番奥へと熱い塊を突き入れられた。

「あっ、んっ……もっ、イく……っ、ノアール……ッ、あ、いっしょがいい……っ、おねが……っ、ぁ！」

「ああっ、……っぐ、ぅ……ずっと一緒だ……っ永遠に、……ッ！」

「んぁっ、あーーっ……！　イ……っくぅ……ッ、ノアール、ノア……っ！　あああぁ……っ！」

　限界が近いのか、彼のものがナカでビクビクと震える。

　ノアールは子宮口を抉じ開けて先端を捩じ込み、やがて決壊したように腰を強く押し付けたまま射精した。

　同時に絶頂を迎えた私を労わりながらも、ハッと我に返ったノアールがずるりと私のナカから柔らかくなったものを抜く。

　恐る恐る乱れたドレスを心配そうにたくし上げる彼は、私の中に吐き出した精液が気になるのだろう。

　ぐちゃぐちゃになったドレスのフレアを持ち上げられて、熱の篭った体に冷たい空気が触れて心地いい。

　二人の視線の先で、つう、と蜜壺から垂れる白の精液を見て、思わずノアールと顔を見合わせた。

「ノアール、よかった……！　ドレスの加護のおかげで魔力が鎮まったのね！」

「ああ……本当によかった……これで魔力の制御も…………うん？」

「どうしたの？」

　何かに気付いたように私をじっと見つめるノアールに首を傾げる。

　私というよりウエディングドレスをまじまじと見つめる彼は、やがてくしゃりと泣きそうに顔を歪め、私を強く抱き締めた。

「シルヴィア、よく聞いてくれ。そのウエディングドレスに、加護はついていない」

「……え？」

「ドレスの力じゃない。シルヴィアが、俺を救ってくれたんだ」

　ぽかんと目を瞬く私にノアールは笑う。

　加護でもなんでもないのなら、一体どうして、なんて今は考えるのは後にしよう。だってこんなにもノアールが幸せそうに笑っている。

　そんなノアールが見たくて、私はこの世界で生きているのだから。







最終章








　あの時のことを、ウエディングドレスを見るたびに私はきっと思い出すだろう。

　ノアールと私が助かったのは奇跡に近い。

　ノアールがかろうじて生きていたこと。私があの日記を見つけ、先代の白の器が編んだウエディングドレスを着たこと。私の白銀の魔力が彼の溢れた魔力を受け止めてくれたこと。

　ウエディングドレスに加護そのものはなかったが、私の本来の力をうまく増幅してくれていたようで、結局は愛の力でハッピーエンドという乙女ゲームならではの展開になってしまった。

　それでも数え上げればキリがないほどに、私とノアールはこの世界に救われていた。

　異端な私が相手でもハッピーエンドを迎えることができるのだと証明してくれていた。

　あれから三ヶ月。

　今はノアールの魔力も安定し、体調も回復している。

　すぐにでも王太子として活躍するかと思いきや、三ヶ月の間彼がせっせと私のためのウエディングドレスを作っていたことを知っているのは私だけだろう。

　手作りじゃなくてもいいと止める私に首を横に振り、慣れない針仕事をする彼は本当に健気で可愛い人だ。

　愛する人に手作りのウエディングドレスを贈るということに、初めて愛を知った一人の男として先代の白の器と通じるものがあったのだろう。

　愛の力というのはどこの世も絶大らしい。

　着ていてじんわりと温かな彼の愛情に笑みが溢れる。

　後ろで髪を整えていたメイドがひょこりと鏡に顔を出した。

「シルヴィア様、どうかなさいましたか？」

「いいえ、なんでもないわ、セフィ。それよりあなたは本当にこれでよかったの？」

　セフィ・ブランシュ。本来なら白の魔力を持つヒロインとして白の器となり、攻略対象キャラと恋に落ちるはずの彼女だ。

　何事もなかったかのように実家でメイドとして働いていた彼女はウィッグで真っ白な髪を隠し、相変わらずの地味な姿で給仕していた時は目を疑った。

　それどころか、父親までもが平然と過ごしていたのだ。

　処罰は？　刑罰は？　と自分のことも棚に上げてノアールに詰め寄れば、にっこりといい笑顔で返される。

　このまま私が本物の白の器として各所を騙していた方が何かと都合がいいのだろう。

　思えば辺境の隔離施設にいた時もただ行方不明になった婚約者を捜していたというだけで、罪に問われて指名手配されていたわけではなかったのかもしれない。

　情報通のブラウだけはわかっていたはずなのに、ニヤニヤと黙っているところがまた性格が悪い。

「私はお金さえ戴ければどこでも働きますよ！　白の器？　もボーナスが出るなら喜んで！」

「あなたって、なんだか逞しいのね……」

「家族ラブですから！」

　ちょっと私が想像していたヒロイン像とは違うが、彼女は弟や妹が多いらしく、家族へとその深い愛情は向けられているらしい。

　そのために私のメイドとして王城に勤め、密かに白の魔力を活用することも了承しているという。

　やけに現実的な彼女にこっそり私と同じく転生したのか聞いてみたい気もするが、まだそのタイミングは掴めない。

　さらには王太子となったノアールにあの三人が仕えるようになったのだから尚更驚きだ。

「シルヴィア、そろそろ準備できたか？　もう十分綺麗だろ」

「さっさと終わって早く脱いで私に研究資料を返してくれ」

「ロシュもブラウもノアール王太子殿下に聞かれたら首が飛んでも知らないよ。僕は助けてあげないからね」

　貴族でも格上の三貴族のロシュ、ブラウ、クインの三人。

　ブラウの白の魔力への研究が進み、こうして外で自由に過ごせるようになった彼らを引き入れたのはノアールだ。

　その繋がりもあり、ノアールの王太子としての立場は万全に守られている。

　たとえ私が偽物の白の器だとバレたとしても、権力で黙らせられるくらいには彼の守りは盤石なものだった。

　きっともう、この世界のどこにも逃げ場はないほどに私は囲われている。

　それを知りながら、甘んじて受け入れている私も大概だ。

　今日この日、シルヴィア・ノグレーは王太子妃として正式に彼と結婚する。

　ウエディングドレスはあの時と同じように真っ白で美しい。

　違うのは、黒と白銀が混じり合ったような黒銀色の私の髪だけ。

　気に入っている髪をさらりと揺らしながら、バージンロードの先に待つ愛しい人を見る。

「ノアール」

「シルヴィア」

　推しとして、好きな人として、愛しい恋人として。いつだって私の人生を彩る人がそこにいる。

「シルヴィアの赤く火照った顔が好きだ。君と見上げた空の青さも、瑞々しいオレンジの甘さも、この世界は黒と白だけじゃないことを教えてくれたのは君だけだ」

　この世界は色鮮やかで美しい。けれど一際好きな色がある。

　魅力的で、刺激的で、無彩色だけれど何よりも美しい彼の色。

「俺の世界を彩ってくれた君を、心から愛している」

「私も、あなただけを愛しているわ、ノアール」

　この人生はハッピーエンドの先も続く。

　シナリオも、攻略法も何もわからないけれど、もうそれに頼る必要はない。私は確かにこの世界のヒロインじゃない。

　それでも、ノアールにとってのヒロインは私しかいない。

　私もまた『無彩色の花嫁』なのだから。







あとがき








　この度は『無彩色の花嫁』を読んでいただき本当にありがとうございました。初の書下ろし作品ということで、ネタ出しから始まり、プロットや話の展開など、悩みながらもとても楽しく書かせていただきました。

　今回は乙女ゲームのヒロインだと勘違いしたシルヴィアが推しであるノアールを攻略する途中で本当に彼を愛してしまったものの、本物のヒロインが現れたことで逃げてしまうというすれ違いの話となりました。

　愛ゆえに逃げて追いかける二人を焦れったく思いつつも、初めての感情に振り回されている二人を温かく見守ってもらえていたら幸いです。

　架空の乙女ゲームが舞台ということで、色彩を題材に無彩色や光の三原色などの設定を考えるのが楽しく、私自身がプレイしてみたいと思いました。攻略難易度はロシュ→クイン→ブラウ→ノアールの順に難しく、バッドエンドも多いと私が喜びます。そしてきっと推しはノアールかクインになると思います。（ちなみに担当様の推しはブラウでした。にっこり）

　ヒロインだと勘違いしたシルヴィアのように、好きな世界に転生したら自分の都合のいいように解釈して好きなように生きてしまうのもわかると思います。もしシルヴィアがヒロインじゃないと自覚していたら、また話の展開は変わっていたことでしょう。推しを取るか、ストーリーを取るか。意外に真面目なシルヴィアは後者で、ノアールと出会わず静かに舞台を見守っていたかもしれません。

　ですが最初のうちは推しに会いたいというミーハーな気持ちだったシルヴィアが初めて恋を知り、ずっと孤独で愛を求めていたノアールと結ばれたのは、たとえ父親に用意された舞台だとしても二人にとっては運命の出会いでした。これから先、王太子妃として、王妃として生涯ノアールの隣には幸せそうなシルヴィアがいることでしょう。もう逃げるという選択肢も、バッドエンドという未来も二人には存在しないのですから。

　最後になりますが、この作品が完成するまでたくさんお手伝いしていただいた担当様、素敵な表紙を手掛けてくださったフミマロ様、全ての関係者の方々、そして読んでいただいた読者の皆様に感謝申し上げます。






日ひ辻つじ鳴めい子こ










【著者紹介】

２０２１年１２月より小説投稿サイトで執筆を開始し、２０２２年１０月に『負けヒロインなのに勇者が子作りを仕掛けてくる話』で出版デビュー。以降、ＴＬ小説や漫画原案などで活動中。







濃蜜ラブルージュF＋

乙女おとめゲーム世せ界かいに転てん生せいしたら、最さい推おしヤンデレ王おう子じの執しゅう着ちゃく愛あいから逃にげられません!?

～無む彩さい色しょくの花はな嫁よめは、黒くろの王おう子じを溶とかしたい～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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